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ret ir iii 責 
33 RR O 結 BR 
( ハ ) HRREOMR LEME DROME IK 及ぼ す 効 果 に MS Cs, # 
等 は 650°, 750° 及 850°C C+) = FRI KS CHE Lt SIGHS SHES, MHD 
抽出 を 目的 と する 米 焼 に 於 て は IOUT CT 充分 な り bts U, その 結 
果 は 以下 の 表 の 如 Lo 


HEPA 100 ARM BE L te SAR © FiOREPRIK HS mi STH HK AAC 70) 


yume! 1% HeSO,q Ic 5. %H2S04, に 15%H2SO4 に 
| _ 3 th th | HHS th wh As HHS fh ith AS 
one | 650°C| 750°C'850°C |650°C | 50°C [850°C J@50°C [750°C [850°C 


—200 8 fi] 88.2 | 92.34] 96.0 | 88-2 | 92.35 
80~110 | 43.7 | 89.0 | 95.0 | 44.3 | 89.1 
40~60 | 25. 


96.0 | 88.7 | 94.0 | 97.7 | 
95.0 || 45.3 Bee | 96.0 | 
83.0 | 93.7 | 240 | 88.2 | 93.7 29.0 | 99.20, 94.0 | 
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SEF 100 PIRIARWES: B WORLD AIC & WLS API BF HEREC 


fc: A | 械 留 硫 基 
50°C | 750° oc || e50°c | 750°C | 850°C 

eee 650°C | 750°C | 850°C | 650 750 
—200 B&F | fea oh del Le uae Ory 1,23 0.41 
80 ~110 0.0 0.2 0.15 || 6.09 4.82 0.56 
40 ~60 0.0 0.75; | 080- |) 1203 it eat 0.72 


BY 100 5 HOA PGE (= 


OTN HAE (SE FAK 200 FY RL 


(LA ORES HAT US 抽出 


の も の 
は 甚だ 悪し く 


於 て は , 類焼 温度 650°C ONSTAR IC KS HAA 
に 於 て の み 88% 以上 として) 100 目 
, 然 も 此 の 條 件 下 の 諸 焼 結 


ALi 


WF OK SI KO THU ¢ AR, 類焼 温度 750°C 以上 に 到 れ ば 稀 硫 酸 に 


% int HOD Ah AS (SALAS 
OK SBA > 4% Hh ABO ES 


KL 100 分 聞 類 焼 し た る 
る 事 最 も 其 だ し さく 第 


PEL, © OANMAS & HL, 850°C に 至れ ば 粒子 


— JEWS L, nS AS (Sed S & cO 
4 (£750 C & 60 C と の 間 の それ に 上 比 し て 著しく 少し 。 


AiO IKK HBS AHH aE SAL F OK 3 Oe BR BE ¢ 
上 七 表 に 見 る 如く 200 FPL FO & O% 650°C (= 


Chk 


理 し た 試料 に 於 て 最も 高く ,750° 及 850°C と 温度 の 昇る に FEO T 減少 する 


BP ALZ 260 TMB L Fe 3 BUR) © Fi MME IK HHS WY fh Dh MAAC % ) 
wtme| 1 %HeSO, 5 % HeSO4 18% HeSO4 
_ CHa 3 4th th Cee 3 Fh th a8 pS Hh th AS 
BF OKe \_ [650°C |750°C [850°C |/650°C 750°C |850°C |l650°C |750°C | 830°C 
—20) F ffi} 92.6 | 97.0 | 980 | 92.4 | 96.7 | 98.0 | 94.0 | 980 | 98.0 
80~Llv | 94.7 | 96.0 | 97.3 | 95.1 | 96.7 | 98.0 || 96.4 | 98.0 | 99.4 
40~50 | 89.4 | 96.0 | 95.4 || 91.3 | 96.7 | 96.0 || 92.7 | 97.4 | 96.4 


BTA 260 AAKBE Le BELO IK IC HH S Ba SHH MN AE eT EEC 2 


We eta vi FE Kew osm ye | go 2 hth #& & 
Pee 650°C | 750°C | 850°C | 650°C | 750°C | 8g50°C 
—200 8 ffi "6:2 1.20 0.80 0.53 0.39 0.26 
80~110 3.25. LS 0 0 oS NG 0.30 
40~60 2.81 (0-709 | 062.1 04 0.29 


we RB x '§3C3) 


が な が, 粒子 の 大 さ の 及 す 効果 は 温度 の 上 昇 と 共に 減少 す 。 

前 表 に 見 る 如く ,260 分 間 の 類焼 に 於 て は 温度 650°C に 保てる 場合 に は 
粒子 の 大 さき に よめ で て 稀 硫 酸 に 貼る 醒 負 抽出 量 に 借 少 の 相 異 ある 4, 100 分 
間 の 場合 に 比 す れ ば その 差異 甚だ 少な く 』 姓 焼 温 度 の 上 昇 【 (SHEAR Ze wh ES 
Sb COMMBISRBILMY To LS に 注意 す 可 き は 80~110 BD 4 D 
DLO WEF CAS THE & ANNA SAE ZE Og ) 
HRT BYRESME 25 % HB BNI OD Aye ES LO KEARNS CARDIAL, BURL 
粒子 の 小さ きも の 程 多 く 叉 詩 焼 温度 の 上 上 昇 と 共に その 敷 値 を 減少 す 。 

SS — FRE 9 56017 AME BEL & SAE & Fi NE IC HS TSH BAC) 


\ Reem) 1% H2SO4 に 0% H25S04 に 152%H2S0O4 に 
: HS Hh As th 3 ah hh as HS ah th a8 
Sanne 850°C |750°C |g50°c |l650°c |750°C |gs0°c llé50°C |750°c | 850°C 
ー200 B fifi] 94.7 | 96.7 | 98.0 || 94.7 | 99.40] 99.4 |] 97.3 | 98.7 | 98.8 
80~110 | 91.0 | 97.3 | 99.4 || 96.6 | 99.40} 99,4 | 98.4 | 99.5 99.5 
40~60 93.7 | 59.4 99.4 ||.93.7 | 99.40} 99.2 || 94.7 | 99.4 99.4 | 


第 ニ ト 一 表 560 MER Le SME O KIC HHS Merah Hy AS BEY ree 70) 


Dl eae 残 留 a a 
ご o Ld o o =»(}0 
fee ae 650°C | 750°C 850°C | 650°C 

—200 B&F EAE ON v0.0" |r 02 0.0 0.0 

80~110 00 | 00 | 00 | Loo | 00 0.0 

40 ~60 OO 0.05.4 0.0 nye BOT oO) 0.0 


JSGHRENEE [HY 560 分 に 至れ ば 80~110 Hy DELS ARIE CHSC EBS 

b CHAR SAMA RB し , 200 HAPAPHS 40~60 HARD 2D & OTN 
論 借 か に 高き る 極 く 接近 し ,760C 以上 に 於 て は PAARL TO & DO » Hh 4s 
は 一 致し , 200 AMID & DISH 4 UES ANAL RL, Ih UT HEREC A 
溶性 な る 亜鉛 忠 を 合 有 せ ず , 叉 650°C IL CHP SALEL DA BERGER 
見 る に 過ぎ ず , 此 の 硫黄 は ZnS な る 形 に て 存在 す 可 く 決 し て BRIE PEAR 


54C 4) 4 ti Ti ty Bi OK 


eas 


OBES SBRES, MH LC 200 ALE OME OMA MIE IS CALS 
(SENG A PO) AI BRIA SAT し 。 

BSS (BRIE ES Lists BOMBS mitts MALARIA 
Nie SHRARRE RLS ] 

(=) 鐵 の 抽出 率 に 吉 き て 類焼 條 件 , 試料 粒子 の 大 さき 及 深 尋 に 由 る 証 鑑 の _ 
抽出 泰 は は 上述 の 如 し, 然 ら ば 試料 中 の BLP OMMZAES AES OR FIL OT 
AVA BRET APL SSD GF. BLAM AD UN WREST (SELON 
HIS GELS PS EOD FF PB tie Ze IMS BALL GT, 電解 に 於 ける 電流 能 卒 を 低下 
4 Lo), ie FH AO PRAY Ree FR Lt Se TT 抽出 液 中 の 存在 量 許 

容 し 得る 臨界 値 以下 に せ ざ る 可 か ら ず 従 つ て 抽出 液 を 清輝 し て 之 を 除去 せ 
ざる 可 か ら ず , その 存在 量 多き 程 清 洋 工程 を 要する 事 多 し 。 従 つ て MIO 
抽出 牽 は 温 式 凸 鈴 の 官 際 操 業 と し て は 経 湾 上 重大 な る 開 係 あり 。 

200 Fy fit LAF OD GES BSC (SRE 75 S HiT MBO RAE IZ K © FEGPO) FER A 
S & lal MPA GE Lc S } OSIMIED LH IEC OTH MARL Ube 
酸 の 濃度 大 な る 程 此 の 傾向 著しく 類焼 時 間 の 長き 程 その 傾向 少な し , 即ち 
650°C に 於 て 類焼 し た る も の に 於 て 鐵 分 の 抽出 牽 最 大 に し て 100 分 間 温 度 
(eR L 15% HeSOg (2 TRY SBS BD Ls 

80110 FF fie FAO EA SENET] SILA OD & OIE T (& LUMO 
傾向 を 有する る 260 SPARES S EOI TIS 750°C に BIPLK SEO 
VAS Chieti OFA TN IH AS 2 as. L 650°C に て 同時 間 諸 焼 し た る も の は 850°C に 
て 同時 間 農 理 し た る も の よめ も 大 な る 鐵 分 抽出 卒 を 示す , 類焼 時間 560°C 
に 及 べ ば 再び 燃焼 温度 の 上 上 昇 に 件 れ て FHA (SA LAR O , 硫酸 の 濃度 大 
な る 程 此 の 傾向 著 し , 此 の 粒子 大 の 試料 の 最高 鐵 分 抽出 率 は 750C に て 260 
分 間 庄 焼 し た る 試料 を 1576 WSO, に て 虚 理 し た る 場合 に 表れ , ORB 
48 (x 200 目 偉 の を それに 比 し て 少な Lo 


itt 報 x 6505) 


Fu 


40~60 HR AOE NEY 2 bOI 於 て は MRI ORS 
き 程 大 な る BAMA Le AR ¥ & KEISER] 260 分 間 以 上 に 至れ ば ARBRE 
O) ESRC FERC AS SYR TB 一 般 的 傾向 を 表 Ly, 硫酸 の 濃厚 な る 程 此 
OD (GNF L, JET MVE 650°C に て 260 PAPE 2 & D4 15% 了 HaSO4 
に て 虚 理 し た る 場合 に 表れ , Z ORBLE SS ABUL 8 Lc 


SS 4 


100 


BVPI KEE L FS ORL © Farah IC HH BR @ Sth tR AAC 7) 


| Re IE 
| 粒子 の 大 さき | 


1 %We2SO5 ic: 5 %H2S04 に 15% H.2SO4 に 
HS Fh wh AS HS th HOA HS Fh wR 


650°C 1750°C |g50°C |gs0°C 750°C 850°C |650°C [750°C | 850°C 
—200 Aéi| 20.2 16.2 | 14.0 | 37.1 | 19.0 | 17.1 | 50.0 | 22.0 | 20.0 
80~110 | 16.5 | 12.9 | 16.0 || 21.0 | 17.1 | 18.2 || 18.0 | 27.1 |. 27.0 
4) 260 IED 19.1 | 12.9 280 22.0 || 16.0 | 27.0 | 25:1 
第 二 二 三 表 260 AEE L te 3 DUK © Fire IK FHS OTH AAC) 
mvmel 1 %HeSO, に | 5 %HeSO4, に 15% HeSO4Ic 
pe | wa 3 dh wh ae Hy 2 dh wh As 由 る 抽出 符 
AWE Ce 650°C |750°C |850°C |\650°C |750°C |850°C |\650°C |750°C | 850°C 
—200 目 飾 | 17.0 | 17.1 | 15.0 || 282 | 18.5 | 20.0 | 404 | 37.5 | 23.6 
80~110 |.14.3 | 19.2 | 12.5 || 19.1 | 22.0 | 18.2) 137.4 | 438 | 29.3 
40~60 | 19.1 | 16.0 | 16.1 | 30.5 | 17.0 | 17.0 | 39.0 | 33.9 | 0.25 
第 二 十 四 表 560 J AKER Le SEL © PATER IK HS BHO THM AAC%) 
\\ amas 1 %H2S04 K | 5 %H2SO,4 KK 15%H2SO04 に 
HS dh wh A th @ dh th As tH 3 fh WAS 
waxes \ [650°C 750°C |g50°C |l650°C |750°C |g50°C |l650°C 750°C 850°C 
—200 H##] 16.0 | 142 | 89 | 27.6 | 17.2 | 19.2 | 48.2 | 25.3 | 185 
30~110'| 13.8 | 19.1 | 7.0 |] 25.8 | 21.0 | 13.6 || 30.5 |. 28.8 | 13.5 
40~60 | 22.4 | 10.1 | 10.2 || 24.1 | 20.1 | 13.0 || 38.0 | 23.0 | 15.7 
然 ら ば 類焼 温度 を 一 定 に し peofeent: fi] Ae Bk OT ALA OK MM, FEO 


650°C を 類焼 温度 と し た る 場合 に は 1% He SO, | 
下 の 試 料 に 於 て は 時 間 の 延長 と 共に 
JER HD (SFA 


延長 と 


RINE KAN BRR IK 


Ser Jy) lie 40~60 


こ 由 る 抽出 卒 は 80 BAL, 


の 試料 に 於 て は 時 間 の 


に 増加 し , 5% He SO4 に 由 る 時 は 


56C 6 ) aA TK YY BR 


200. FA PRLL PF OER ELS Ia] Ae 1) 22 AT も , 80~110 FRO & Old 260 分 の と 
ころ に て 最小 値 を 示 し , その 後 時 間 と 共に HBR IM し , R 40~60 BAO 

試料 は 260 分 の と ころ に て 最高 卒 あ 示し, その後 次 第 に 低減 す , 15 錠 本 。SO』 
に 由 る 時 は 200 ALP ORES 260 分 間 の 類焼 時 間 の と き 最小 値 や 示 
し , 80~110 F fi & Dis 260 分 の と ころ に 最高 値 を 表し , 40~60 BHD & 
の は その 中 間 的 傾向 を 有 し , 260 分 まで は THM INS Sb TO RIA 
EBMEL To 

750°C (= CBE LTe SHI IS 1H 2SO04 に 由 る 抽出 に 於 て は 200 FF fit 
試料 は 時 間 の 延長 と 共に 次 第 に 減少 する も , 80~110 A fiiO 8 OI Tl 
260 分 まで は 稽 々 加速 度 的 に 抽出 卒 を 塔 加 し, その後 は 洒 近 線 的 と な る 40~ 
60 目 帥 の も の は 類焼 時 間 t SEAR AE LS TAMAR UPS, 57H .SO4 Ic 
て 抽出 すれ ば 40~60 FES 260 分 の 時 最小 値 を 示す 外 は 1%Hy SO』。 
に 由 る 場合 と 同様 な る 一 般 的 傾向 あり ,15 耳 5SO』 に よれ ば 各 試 料 は 260 
分 の 時 最高 値 を 示 し , F OBB 80~110 目 科 の も の 最も る 高く, 200 FM 
の る もの は その 中 間 に 位 す 。 

話 焼 温度 を 850°C に 保てる 場合 は と と 趣 を 異 に し , 1% 2 SO4 に 由 る 時 
は 80~110 FAO & の は 和 半 焼 時 間 と と も に 抽出 牽 は 減少 する に か ゝ は ら ず 
200 ARKO %& Olk 260 分 の と ころ に て 最高 卒 を 示し 40~60 BHO 4 Old 
同時 間 に て 反 謀 に 最小 値 を 表す , 5H Hy SOg に 由 る 時 は 200 AHO & Old 
類焼 時 間 と 共に 初め は 稽 々 大 に , RBS ED 758 AB TT ARO LH 
を 見 せ , 40~60 Fi AiFBURL SA) dd Ze RAEI Pe B AVE OW % FEL 
80~110 F fii & Dik 260 分 の と ころ に Hew AS A IBM, 15% He SO, 
に 由 る 時 は 40~60 FAL EO & OSM ORE EFEII RBM OB 
その 他 の 試料 は 260 5+ 0) & SHA LSS Mo 

In] fF TC RRBE Ute 4 aR EL OD BRGDTCAB I< Hh 4 BA HRS SEE 


WH FR 六 57C7 D 


の 測度 増加 に 件 れ て 増加 す 。 

LBS BIMOM MIRE, WMO & We BABEL 22 L, GE 
語 の 濃度 増加 に 件 れ て 抽出 卒 の 塔 大 する 事 は , 程度 の 差異 あれ ども , WA 
fal Uo : 

CR) 抽出 時 間 , I OMRARE FORA ORR 抽出 時 間 が 抽出 卒 に 重 
大 な る 開 係 ある 可 き は 言 ふ を 待た ず , 余 等 は 此 の 開 係 を 知ら む が 人 め に 最 
初 200 目 科 以 下 の 試料 を 取り Z2e 650% 750° 及び 850°C に 800 分 間 諸 焼 し 
た る 後 ち 1 日 SO4 を 溶媒 と し 1 分 ,5 分 , 15 分 30 分 及 300 Sp HEHE LC 
その 抽出 苦 況 を 見 た る 結果 は 第 二 十 娘 表 に 示せ る 如 Lc 

GAT TWAS LBB e OBI 


oe dela 

ea 
850°C 90.% |95.35 %| 96.2 % 
750 88.3. |92.0 92.5 
650 88.. |89.1 | 9).0 


(Ai) | 5 分 間 | 15 分 間 |30 分 間 | 60 分 間 120] 8005 8 


96.3 %| 96.4 %| 96.3 %| 96.3 % 
92.7 93.0 93.8 93.7 
90.0 90,1 90.0 90.1 


! 


上 表 に 見 る 如く 抽出 時 間 1 分 よめ 30 5p SC ULAL ROE & QO AS HET 
の 延長 に 作れ て 抽出 卒 を 増加 する も , SF OMIMNALIGHIO 延長 と 共に WHE 
的 と な め , HERO) 1 時間 に 至れ ば 路 一 定 し , 従 つて 治 出 時 間 を 更に 延長 す 
る も 殆 ん ど そ の 効果 な し 。 BALES LAGE TE BA NV AUS LORE AE 
き 2 時 間 の 振 買 に よる 抽出 量 に 由 れ る も の な り め ), RE が AM LI BRE 
200 目 衛 以下 の 微粒 子 に し て 1% Hy SO4 を 使用 し た る 場合 に 過ぎ ざる も, 
を その他 の 試料 に 於 て も 同様 の 傾向 ある 可 く , 粒子 の 粗大 な る も の に 於 て は 
抽出 時 間 の 効果 は ! 是 より 著 し か ら むる も 大 状 な か る 可 く 溶媒 硫酸 の 濃厚 な る 
程 振 則 時 間 の 効果 は 初期 に 於 て 著しく , 時 間 の 延長 と 共に 少な か らむ 2。 

協 負 抽出 に 内 す る 稀 硫 酸 の 濃度 は 第 一 表 よ め 第 九 表 に 架 げ た る 結果 より 
明 な る 如く 酸 の 濃度 増加 に 件 れ て 械 分 抽出 窪 を 増加 する 傾向 あり と HES 
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1%H 2804 & 5%Hy SO4 と は 溶媒 能力 殆 ん ど 大 差 な く 15 本 2SO4 に 至 
b CH” LB HT SANWEOM LS & Od d, RI KPMRIRMEAE < 諸 焼 時 間 長 
き 試 料 に 於 て 此 の TAR LU < , PBETRIE RD dulk PEER ET 260 分 位 ま で 
紫 の 効果 ある も, MAGNE 560 分 に 至れ ば 此 の 傾向 殆 ど な し 。 別に 余 等 は 
0.1% HoSO, を 使用 し 200 A BREE C 560 分 間 嬉 焼 し た る 三種 の 試料 に 
BES CWB Lic BI 91~93% ON WA A し , 之 を 1 以上 の 硫酸 に 由 る 抽 
出 府 に 比 す れ ば 可 な り め 低 卒 な り 。 更 ら に 粗 粒子 試料 に 就き 0.1% 2804 に 
て 試験 すれ ば , 此 の 差 は 一 選 其 だ し 。 第 廿 六 表 第 二 十 七 表 は その 結果 と す 。 

粒子 の 大 さき が 抽 出 座 に 及 す 効果 に 就き て は 組成 等 し き 叶 は 時 に 抽出 時 間 

Bx PAR 290 AUF OMB & 560 AAR LES LOK 


2 HSA TH HS & HR IR BE © BAT 
| < YAS © LIE) 
0.1% H_SO04|1%H2S04/5%H2S04|15%H2SO04) 氷 
1p os 1 RE 
850°C 91.0% | 98.0% 99.4% 98.8% | 0.0% 
750 93.2 96.7 99.4 98.7 0.0 
650 90.0 94.7 94.7 973° | 0.0 


HER 560 HAE Lie 3B 40~60 H Mist BE © Bu eos ph As 


& Pinte Te LE © BAT 
eae at eae SO 4|1%H2$0 4)5%H2S0 4|15%H2S K 
: 1% Ho 4|\%Ho 45%Hs 415%H2S04| 7 
燈 焼 温度 
850°C 87.6% 99.4% | 99.2% 99.4% | 0.0%8 
750° “87.6 99.4 99.4 99.4 0.0 
650° 81.02 93.7 93.7 94.7 0.0 


に 開 係 する に 過ぎ ず し て 抽出 卒 に は 開 係 な き を BARE DB, KEBED HET 
向 ほ 途中 に 在り て 完成 せ ざ ぎる 場合 に 於 て は 粒子 の 大 な る 程 試 料 の 相 江 其 だ 
し さく, FEO CAN AS BME Lb, 第 一 表 よ め 第 九 表 に 至る 結果 に 就き て 
(SAULT AT & CD 粒子 大 の 効果 に し て , SA k CD HUA S 基く か は 
秦 然 た ら ざ る も , 粗 粒 の も の ・ ゝ 抽出 卒 策 々 低 き 傾向 あり , 殊 に 矯 焼 温度 低く 


LC) Sea es Se §9C 9 5. 


HPN AVES BOC OM BEE Lo 

EASA BS SARI S 稀 硫 酸 の 組成 は 上 の 如 し , 然 5 ら ば 鐵 分 の 抽出 

erUC Sao BIL BoI+ Ll, BIFER BA FOKE OMG Ss Sh 
く 一 般 に 硫酸 の 濃度 増加 は 鐵 の AAS DS %~OI UT, 試料 粒子 の 大 
き & と 類焼 條 件 と に より MAMMA Os (SHALES BB, HARMOWS A HUT 
PPR UE IS O) $6 I FES. BAIN AS OD HM (SSHD (I HETE L, 今 硫酸 鐵 と HMB AHA 
(BLS S OHS & IBS SPARE & 2 比較 せ む に , RS HRIC HS US 
AE FACS AR FRO ATK AS UC, PRIS RIES SO SARE ICE OCs MRA 
BOTT BMOK 3 2 AS, AUGER 22 PAB IS CAS SLO, 硬 
SD BETES AE LAR Te SPT 7E O 

(へ ) KIDS PERS RRM RO ARR 既に 第 一 表 よ め 第 九 表 に FS 
果 に 示せ る 如く , 水 に 可 深 性 な る AMR AO AWC (SERV FO KS ASE 
9 CORBA TAS HAA Eds, 何れ も 650°C, 260 分 の 叶 最 高 抽 出 牽 を 示 
し , 類焼 温度 の 上 昇 は 著しく 抽出 卒 を 低下 せしめ 殊 に 750°C まで は 低下 和 肉 
OR L, 720°C に て Atta EAS RS 臨 基 性 硫 酸 忠 と な る と HEAR 
の 結果 と 一 致す , 叉 燃焼 時 間 や を 是 よ め 短縮 或 は 延長 する も FECHA WL 
退 せ し む , I し て 粒子 の 細か き 程 可 浴 性 硫酸 卓 欠 の 生成 量 を 塔 加 す 。 

4) #® % 

以上 の 結果 を 弧 据 すれ ば 次 の 結論 に 到達 す 。 

i, 面 鉛 抽出 を 目的 と する 嬉 焼 に 於 て は , 詩 焼 温度 を 650°C に し , 閉 焼 陸 間 
を 260° 分 以下 に せる 場合 粒子 の 微細 な る ほど 古人 鉛 の 抽出 座高 く , 族 焼 時 間 
是 れ 以上 に 及ぶ 時 は , 80~110° BAFOR, FAD EO 最高 抽出 窪 を 示す 。 自 
し て 是 れ 以上 粗大 な る も の は , 十 れ 以下 に 微細 な る ぁ る る もの より 抽出 卒 著 し く 
低下 す 。 

ii. 米 焼 温度 を 750°C に 保つ 時 は 諸 焼 時 間 短 き 間 ほ は 粒子 微細 な る も の 程 大 
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te BUG SAO) TM AS% BL B 8, RENE A] 260 分 以上 に AN ISLN TC 粗 粒 子 の 
& OFEAZS DAMM AS AB So 

iii KBE IE 850°C (= ESET SMPILHL F 80~110 DRIP A SEO » th 
HAS (SHEEN TA] CFIC KREIS EO, HAA El AB A L, 微細 な る 試料 の 抽 
HAR Be CULES, Ih) LD CREED LES AMAR Ho 

iv. BEALE O-K SAS & SARAH PES (SL GHRIEO FPL 共に Ww 
YL, ACBL J ANBAR GL 

v. pee H] OD Wee (kw SAN NAS 22 StL, 且つ 粒子 大 に よる HHA EO 
効果 を 減少 せ し む , 1 UME] O 2 Be = FE a TN at OFF HAS (LWOGRS o 

Vie RE P-BKS A 2 BRUISE ORYBELS & % HE SEM VASES L, SEGRE TA] OA 
は 此 の 効果 を 次 第 に 減退 せ し む 。 

vi 濾 の 抽出 座 は 娠 焼 温度 の 上 昇 と 共に 減少 し , SUEHEIEINI MLE CHP 
れ て 減少 し 大 帳 に 於 て 凸 鑑 の 抽出 基 況 と 相反 す 。 

Vili. BY PETAR AR PAO AEM at (LUMI 650°C KOEN] 260 分 附近 最高 値 を 
示し 粒子 微細 な る 程 そ の 値 高 し 。 

Ix, 溶 尋 た る 稀 硫 酸 の 濃度 は 15 以下 に 於 て は WALL Ze B FAG SA MAS 
々 良好 な る も, 指し て 効果 を 認 む る に 足ら ず 。 但 UM OTMA Ze HL < 
加 す 。 

x 従 つ て BRO AM) LTS 燃焼 の 最良 條 件 と し て は その 温度 を 
650°C 内 外 に し, KREME 22 260 分 以上 に し 鐘 粒 は 40~110 A BID & O22 ks 
LEC, 叉 深 尋 た る 稀 踊 酸 は 10% 内 外 の も の を よし と す 。 LABOR 
JAS % HGR ABR ES COMER UT, 磯 石 中 鐵 分 の 塔 加 は BEATS HE 
Dig RITE 2c SES BP2e LUD BDREO-—ALEB GI Y— 24 

トド に 就き て 研究 を 進め みゆ たり 。 FEAEFRISHENY TAR EET NS Lo (4.3.30) 
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BF -ABERROMR, 特に 放 長 石 , 
BIA, 橋 石 三成 分 系 に 就 て © 


met ia 田 連 


RRA BRA A= TH 
FV LMS ASS POWYS AE FT SAK, 本 三 元 系 は A S FER 
ARE UT, Sac FAM RAS 1213°C, 基礎 物 成 分 次 の 如 し Co Ti llBSHE) o 
IKEA 32.5%, 3ERR 37.5%, He 石 30.0% 
第 ys 


hi UCHO (LYRIS KO HM Lo 
Seals Ost = 110, -.CaOr MgO 
44.10 11.91 12.23 24.79 6,97, 
境界 線 (Boundary curve) 及 等 温 線 は 第 五 園 に 示 し , eRe LOB 
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Wi 4-H SET. Heb Hike G, MEAS A, BRIS D, Heals T に 
ee 
STARCHES CHS B lx, RRM 1300°C PLP HAT & WOE TE Us 
IREETS 40~46% 以下 , SBI 65% 以下 , Bila 6026 以下 


第 五 {fal 
Tee 


SiO, 34.6~51% Al,Os 15~16%LYF, TiO, 26% WF 
Ca’) 93.5~275 —MsOm Ties PT 
BEFEO A + & > BRIER, 25 < (SADE ISIS CT, ILD = se SERRA ES 
Wt OWE 2 BINS AES, PIS, bbs) BE oF ts — HE (Like & LIC 
JE Lo IMDS x B WME Ze JEAMMTY LH € To 
前 に 述べ た る Norton WES Sse Rh, HA Ai L, 第 四 賠 3 36 に 
類似 し , Adirondack fii tall] 31 に 酷似 し , Rossi 型 は 店 々 之 等 に 類 す 。 
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BD Wk DW tt B JK eo, ic 

A[D|T | Si09|AL0;,] TIO) cao | Mgo | BBE | BEI | Rie 
70| 20| 10| 44.46 25.65 4.08) 22.10| 3.72) 430°C) S05 |G. 
60, 30] 10| 45,69| 21.99) 4.08] 2267] 5.5895 | » |e Aa 
50 40| 10| 46.92) 18.22 408| 23.241 74a[e4 | (Goa 
40 50| 10) 48.16) 14.66) 4.08; 23.82) 9.291279 |i MERIC. 
30, 60| 1 49.39] 10991 4.08) 24.39) Iiis L300 LOT Ep 
40| 30| 30| 43.18, 14.661 12.23| 24.36, 5.59//300 | 時 間 ご 
30; 40 30! 44.41} 10.99} 1223) 24.93) 7.43 し = a 
20| 50| 30| 45.65) 7.38) 12.23) 25.50) 9.29 Was 3805p Cau 
30, 30] 40| 41.93] 10.99] 16.31] 25.20 SC bea piel ieges 
10 50| 40) 44.39] 3.67] 16.31) 26.35) | 9.291300 | 30% on 
40| 10| 50| 38.20| 14:66 20.39| 24.90| Legistd |t BERG 
30| 20| 50| 39.44) 10.99] 20,39) 2547] 3.72 ae G & e 
10 40| 50| 41.90| 3.67] 2)39| 26.62) 7.431296 | | |G 
oo ty] 70| 38.70] 7.83) 28.s4| 26.58) 19022 | |e 
10| 10) 80| 34.44] 2.67] 3262) 27.43, 186859 | 2) 1G» 
39,5|97.5} 30| 44.10} 11.91| 12,23) 24.79 @.97//215 | Le 
35| 35| 30| 43.80 12.83| 12,23) 2464 6.50/29 | CA 
42.5) 40(17.5| 45.98, 15.58) 7.14) 23.88 74380 | Le a 
15| 75) 10) 51.24) 5.501 4.08 25.25 13.9430 | 7) |p 
67.5| 15|17.5| 42.901 24.74 7.14] 22.44) 279 400 | 30% |G 
55| 20| 25| 42.57) 20.16 10.19] 23.36, 3.7230) [shee Se 
47.5121.5| 25) 43.50 17.41| 10.19! 23.79| 5.111340 lal CA 
35| 451 20| 46.29] 12:83] 9.15| 24.37) BS NE GE 
7.5|72.5| 201 49.68 2-75, 8.15] 25.95, 13.47/1890 | OF |G 
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S ot 表 CD 


vena| Bene _|_fe_#_Wt _B _) | alae 
me A [DT [SOs A1203| TiO,| Cao | MgO 

119} 35| 40) 25] 45.04| 12.83| 10.19] 24.61] 7.431228. CL 時 間 dekh 
129] 45| 10| 45) 38.83| 16.49] 18.35] 2447] 1.864340 | » CA 
123| 392.5| 25/425 40.99| 11.91| 17.33) 25.121 a66;ace | ET 
124) 30| 35] 35| 43.17] 10.66 14.27] 25.06 65iliseo | » leo 
125] 25) 40| 3| 43.79) 9.16| 14.27| 25.35) 7.461989 |» DA 
126| 10) 45 4| 43.15] 3.67| 12.35) 26.48) ase l202 | 7 1G 
127| 35) 10] 55] 37.57] 12.83 22.42) 25.32] 1.861289 | | G fish 
128} 25| 20) 55| 38.81 9.16 22.49 25,89) 83.72 1300 | 2 |G. 
129] 15|32.5/52.5) 40,66) 5.50 21.40| 26.40, e.o4i'0e | | |G 
133} 10] 25| 65| 38.17| 3.67| 26.50| 27.02| 7 14685338 | 3 |G 
o1a(, Pl 35] 42.71 12.37] 14.27] 24.85 58s pds : 
223] 35) 20| 45| 40.06| 12.83) 18.35] 25.05] 3.72})570 | ,, | G-Mté 


New Zealand (SIR ARNE UC HU fel 111 (A, SER SAAD = re JE 
URAL Oe SF IIa < , CAS HA 31 に 似 た め 。 

之 を 要する に 放 長 石 , GEA, WAS TRORM EI KO, HRP A AF 
タ ODE EO. APO KAD ROPE Mat ete OT, 若 し 三 元 
FRAC BN RNS ES FE AISI Lie BED OS 6, AUREL BD ABS 
(ADRTEORUA 2 De A, Bis 70 RIAA, HEI SHALE 
PEACS 2 EA Bis — 7c RICA, ML チタ ニ ゥ ム BOB 
(SAG WS SEARS TCE L, = CIERRA ZS S 1218°C 以上 1350°C ORs] 
に 於 て , WES < (LAF 2 > ICRU OME MEAT SL LYDSSLo 

SCAR P, REA, 32 cSt ¢ , = CFE +p ABMS, その 


\ 
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Weer e PS (EO CIS OU < Haas O LES, 下部 分 は 勿論 , 三 元 系 全般 に 
ho ae 
PRT RES, WRIE £ UC U8 懸念 な し 。 

Ft & [PRU SCIS ATOR RO URTE ck, BR Wie Se 理想 と する こ 
と 勿論 な れ ど も, PEASE FH ODN SY HES K Avie, FeO と し て 少な き は 1 ユー 
2% 多き は 6 一 7 に 達 す 。 
試み に 宙 験 試料 No. 20 (pit 1292°C) に Fe0』2% Fike CERNE 
を 測定 せる に 1250°C と な め の 42°C HIP ROL BG < (LIGH DRL & A 
て 他 種 の 逮 石 を 生じ た る に よる べし 。 塞 一 な る 賞 験 な れ ど も , 本 三 元 系 に 鐵 
RUNES RUSTE S MILE SS LOLGG So 

結 af 

VY) battle 2 re mae CKO Ram CE So 

1. FRI A IND RUBS KO BEF CAD EK RURWAFE LS LIZ & Oy 
EDS Sire, SS RM 
Fa} LA OZ E BR LC EES RESET NS BS CE Ze 3 Te Be EL 
J\ HERES PTS CS ABLES % allie 77 O, ERR, TRERWE IE 2 EA RUS 
WEI HE FAO FRO EAE & AO RELIED) WTS (= FR 25 SPREE A < EAE 
Rt O LHF ADOT. MCL OWE AFRO. 

2. DETTE te ANMEIS, TOMMKS 6, チタ ニウム を 含有 す 
BBD Oo APPS 1S DRO Fa = 9 DSI IS 
RAMEN & OCH WRI Lite & b, HEREIN HE ARS SORE 撰 別 し 得 
So MAF A SMS RG MICS alc HR GS CHES, チタ ニウム を 
BATH ZB DBCS HREM 2 ES SL LAK WHOGSE tl—-u O00 F4 
=9 LRA S AMES at 2~3% DP 7 6 SPRAGUE’, 夫 れ 以上 
に 至れ ば dirty hearth 73k L, HSH LF DCH LA 2 28S" tap 困難 
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と な る 等 , HEME PIR IE Ze AES o 
3. PEAY PRIDE OTR F 2 > DEUS O Bhi SL BIS, ④) 多 少 の 参 楽 を 
fits DC ARPESE CEC, 砂 鐵 又は 含 チ タ BA eIRINS SEDO L, CD) WE 
MSA FA > BEG BORIS THRE ETE D LOLA Yo は Bach- 
man, Simmerbach, 長谷 川 氏 等 の 研究 に し て , War & PEARDO PRM 22 FRE 
其 億 操業 し , 多少 確 浮 成 分 に 加減 を 施し , DEFEND O F 2 BRIS 10% を 超え 
す , Mons 7~8%% 以 下 に 止め ん と す 。 (CD) (SWRPEZ RAYE, NEF) 
LUC TRC INN, 或 は 附近 の 岩石 , 球 砂 等 を 加 ふ る も の に し て Forbes, 
Re ssi, HO PAROLE OWES ZLB o Ii D CURBS FT EO 
UNS (SEERA F チタ ン 酸 , RROD 5 Mah esis tT SDM Lo 
4. PRIROHSEIZ HS Td, URED, FEAR O GELS & PAARL, AIRBE 
土 な る 所 調 忠 其 と を 路 ぼ 等 量 に 配合 する こと Plies, チタ > ン 酸 は そ 
の 何れ に 属す べき や 不明 に し て , HO WEE ORPSRIS ABR MUL EOS & 
め 9 て 決定 する も の に 非 ず 。 BEM, FEL, FA > 酸 , 石原 , 苦 圭 等 距 洋 成分 相互 
OS IS & O CURED & His BHA, HIRE, BMG, ES OBR 
NOD) = 76 Re WIE L, AF AY TUE PED O Re HAA ts tT oli し 
CL SWRA T SIE EO 
Hay SiO OR TRAC C208 MgO 
%  55.58~30.69 40.77~0 36.65~0 28,54~20.11 18.58~0 
75 & §81 OD (CBRE 22 fh, WR RO RF & VUES MERE £ LC 適 営 な 
“Lo 
IESE 3 BR OD Keeiath FEE Ae SLD UZ, A TIRE AS 1550°C, AT SSBR A (£1891°C 
橋 石 は 1230°CC 2 Diz UC, Bi (& Forbes 2°27 +pRAE L LD CHRTE SEE Uk 
功 を 政 め , Rossi も ZIM CURE KOBLR EAE LOKS OOF Oo IESE 
SHO AIA & し て 必ず や 相 党 低温 度 な る 配合 を 得 べ し 。 
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5. FUR Ba & UTS BSS ¢ HE ZS B 結果 を 得る ぁ る ため , FHI 2 
使用 し , 温度 測定 は Pt: Pt Rh 百 金 熱電 習 に より , 初め 冷却 線 を 探り た る 
に , 圭 酸 堅 は 過 冷 却 に よめ 停止 跡 を 明示 せ ざ る こと 多き を 知 9, 後 ち 乱 冷 法 
に 改め , 一 定時 間 材 料 を 一 定 温 度 に 加熱 し , 盆 に 之 を 水中 に 投入 冷却 し , 題 
徹 鏡 下 に 成 生 物 を 検査 する こと ほす なす 。 

6. 放 長石 , SHA, 橋 石 の 三 確 物 に つき , 3 つの 二 元 素 と 1 つの 三 元素 を 
REL Oo 何れ も 簡 電 な る 其 融 系 に し て , 二 元 共 SAAR IRIE 12IS'C, REA 
32.576, Zap 37.5%) Ht 30.0% な め 9。 eB E し て は 


a = — 


成 分 | SiO2 Al20g | TiO2 Hi cao MgO J 
3 |- 
| 


11.91 に 1223 24.79 


% | 44.10 


な る 品位 を 有 し , MORE 78 4 BREE JURE a aT o 

7. Ri ADE AMIE (SASPSEP, the & WARE Sp 7H a0 EB, WE SUE RPI WE 
分 に より て は S76 MRP OB TRO ABST PS FEO, 適宜 配合 
1213 ~1350°C に 於 て , AK OR SMA DRA S eM. MlS—MICMS 
Fe,O3 2% を 混入 L, eral 5S 2 BEE BGR 40°C の 低下 ある を 知る ( 完 ) 


追補 本 論文 第 二 項 「 研 究 の 歴史 」 PIO RATE HARROD TF JOKE (前 
4 376 HW) ROBEY SEY, TOK AZEBMT 9 

‘Beis ABC UC Re J OC BR L 20M BRO ABE & HED ORB 13, 
EH ADE SERS 6 部 , 砂 鐵 4 BIS UC ANP REIOGH LATOR O pie 
OP BI ERICA. | 

次 に 戸畑 に 於 ける 老齢 な る 150 we NO, SETAE A EAIE L EATING と 
を 混入 し , AER ANY EL, 潤 俺 諾 を も 加 へ , 約 15 A OPER RETIN 
45% (TiO。8.6%) に 至り CHER I LAE LIC BIB, 含 チ タ > 鐵 確 を 
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代用 し 敷 日 の 操業 を 背け , 最高 + タ > AREER AURA 45% に 達し て 目 
tro 操業 中 dirty hearth 4k L, 出 津 孔 に 同 結 物 や 生じ て 開 孔 に 困難 せる こ 
EO, MPIC TENS SMES 多く は 流動 性 に 逐 し く BENG PHBE 
含め 9 め 。 叉 た 爆 庶 も 上 昇 し た れ ど も 此 等 の 障 磁 は 其 だ し く 設 る ヽ に 足ら ず 
と いふ 。 確立 は 出 鉄 後 の 不 良 な る ぁ る も の と 共に 第 七 表 の 最後 に 掲げ た 0。 


{USE TH SEPT ICRU SRUBSALRSCAT O 
Met BA RH 
Iv. {6 B RH 3 

1. SRR CD OES? 15 EIR ERGO ACER は 未だ 行 は れ ざ れ ど も , H 
ACS t HAE GF RKO LEO, 即ち 岩 床 2) CRS TOA 
析 を 行 ひ た り 。 そ の 他 の 岩 床 も , TOMURARO それ ら の HBR 
CPA THUS UL SRT, FOU BURY BME LS EDL GG Se 
SIL_5 OREN BL CSR RROD SS Le : 

本 岩石 は 前 章 に 於 て 詳 述 せら れ た る が 如く , TORAAH LE HK 2 SBA 
REA? ACID, 岩石 の 弧 成 分 (bulk composition) を 決定 する 和 貸 め に は 
可 成 大 量 の 試料 を 取ら ざる べから ず 。 政 に 最も 新鮮 な る も の 約 100 瓦 を 取 
DO, ZeT OTA & 7 UAE BS Oo TUT 本 試料 は RELL HRBRIOT EDD 
石切 場 よめ 控 取 せ られ た る も の に し て , 同 記 に RUS ARE E OMSK 
上 部 , BND AP EB E ORT E CO, ARPS HS CAs b BREE B BSP 
EQ 0 272 RABE PIERS SAS, STO S olde & HD CRB UT, A 
AEP OR FETA SH mesostasis % PRS HVA Ze SADA, HORA RAE 2 
る も の な り 。 MERIC ARIED ROWED 石 基 を 汚染 せる 事 あ る も , その 程度 
(Sat) ZO © 

この 分 析 の 結果 及び これ より 算出 し た る 標準 確 物 (aorm) 並 びに = ダリ | 


Sa | oe) oe 


SB 2 & X By) 


a 


E SLAW) BBA At OBL. 


z a zB 


— fm z Som | Rain | seco 
‘Se - ole ee Leet 
| ML, A 3 | Fes my 
| mesos 320 278 | 4 ats 
10 557 | Mi | = =O m= 29 
| i a | < 2 
\xk A 
| MP 1B wi 922 ee OW 2 45 
| KY 96% | 
or tes | OR | SP seer 
| G55 M487 | Bax mg O23 
} Iza 2 | F: 
(80, om § 16 naps 4 1% 
SO 029 fy 067 | re > OD 
| Tat 1950 


DODD と AE t DBE 2 Bs BIItAPED, IZ OBR 
WAL 4 TBR G1, GEIL t Blk D WBBG MES B 二 
BOPEEZBLL YS UT BSI GALI DERAPLEEE 
BPAABZ AE, ZAPZOBSEZEA<L. 


cA + zB 

1 ‘= we Zz WA 
Ome re | 24 

iriiite 59 (Bb IO- hs 2432 5 
| ihc, 9 Ab, I Aw M2 | UB 
| Diopside 922 2% 
| ンー シー 922 i 260 
Magus 427 223 
ーー 16 A 
| Agenste ogi 082 
Td VIB 1.99 


GB LZ DBI £9 T KE SHI BEROUBAS Ane BU Ars 
 EPFRGE LT, ZEESASEIES CE ZNTH 91 An BO 30 
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An の 値 と な る を UTC ト 一 表 参 照 )) これ ら の 値 を 用 る 上 記 の 計算 を 行 
ひ た め り 。 和 何と な れ ば 標準 確 物 は すべ て 重量 百分比 に て 和 興 へ ら る サ ゝ を以て 

o fig Or 分 子 は この 放 長 石 斑 品 中 に 殆ど 存在 せ ず (第 十 三 : 表 参照 ) 肌 Vogt 
Rn alee 
の Or 分 子 は Ab 分子 の 塔 加 する に つれ て その 晶 を 増大 する 事 が 明か な る 
を 以 て , 筆者 は 標準 確 物 中 の Or 5h Fe FN kd PO Ab 分 子 に 加 募 し , 
2% 50 (Ab+Or) 50 An OBESE & UTHBH Oc 

第 + 一 表 


Modal plagioclase 
Normative plagioclase 


Phenocryst Microlite 


4.20r, 20.0 Ab, 75.8An 
(24.2 Ab, 75.8 An) 


Org.4 Abiz.o Anss,6 
CAbij.4 Ang5.¢) 


Wt. % 9Ab, 91An | 50Ab,50An 


Mol.% Abs Ansgs Abss Avgs5 


前 表 に 於 て 明か な る 如く , IRE BBERORWIE ¢, ZI LEIA Bi 
め て 少な し 。 HED T BREIL CENT BME EK 6 KT SR 
bbe LI DAM 6 SABES OF & tuts DHT 4 COS MR ABED 
micrometric analysis を 行 ひ た る に , か くし て 得 ら れ た る 結果 (第 五 表 参照 ) 
は 第 十 表 に 示さ る ゝ 放 長 石 (31 An) の それ と 極め て よく 一 致 せ 90。 Rh 
OWT OD at & 大 出題 微 鏡 的 観察 と 近似 せめ 。 FRADE BO) TF FES AF と 
PS die NE NL SCENE RSME SU Fal ei OD BPR & 
し て mesostasis 中 に 集中 せ し も DHS BP. EBS 4ICKAOMS VI 


1) J. H. L, Vogt, Skrifter utgitt av Det Norske Videnskaps-Akademi(Oslo), 
Vol. 1, No. 4, pp. 48~49, 1926. 

2) H. L. Alling, Jour, Geol., Vol. 31, p. 364, 1923. 

3) N. L. Bowen, op. cit. 


RS 究 ーー 理 x Tae 


PE EAE ESE ES keiste ti L, A hegre oho ee 
Skye FORE H tla] O¢, norm と mode 223k < —2=KL, HO CHAEIED 


第 t= 表 DH KO BBEO WE ot 22 FA 
1 II ll Ac Kite (TS AS Lo HUT 
> 2) 
SiO. 49.71 | 4897 | 48.78 | Washington OBO ¢, HICH 
A 21.30 | 22.91 | 15.85 by 
Fe203 3.30 4.81 5.37 | AHR OAILH TC LaBOM TR 
FeO 5.97 4.02 6.34 ie 
MgO 2.80 3.78 6.03 | 知る に 止 ら さる な 0 
CaO 12.59 | 13.44 8.91 ne 2 c 
Na20 158 | 129 | 3.18 AOE Se Daly's 
KO 0.45 0.34 1.63 3) : 
Ho OF vas | o47 | 176 | average basalt の を それ と 比較 す 
TiO». QoS Ae ce 1.39 A i 
Total 100.70 | 100.33 | 100.00 vs ° * ; 
て 前 者 は 約 6 多く , Fe2Os & 


1 BWSR A BS, : = : > 
1L ARE OR ERE AMALIA, 

(Beeson Fhe) れ 27% RU 0.4% ¢, 又 MgO に 
III, Daly’s average basalt, HAT & 3.2% 少し 。 人 然 る ぁ に CaO 


に 於 て は 8.5% ¢, 之 に 反し Na,O, K20 (PTET NTH 16% 及び 1.2 
% Lo た も CaO ae iia に 比 し 多量 に 含有 する は , AEA MG 
の 一 大 特性 な る も , 然し 上 記 の 如く Al2Og, CaO THLE 6, HOT 
Fe203, FeO, MgO FOUL < PS BIS BD OAR A IL AS LEO 

き 事 を 示す も の に し て , 明か に 本 岩 の 正式 の 玄武 岩 に 非 ず し て , 寧ろ 安山岩 
HIS BB ET BBB Oo MAAS SOMITE RIA 


1) A. Harker, Mem. Geol, Surv, Scotland, pp.103~104, 1904. CN. L. Bowen, 
op. cit., Cnap, 9, pp.184~139, 1928). 

2) H. S. Washington, op. cit, 3) H. S, Washington, ibid,, p. 797,1922, 

4) ie WLI, 地球 , Vol. 7, p. 447, 昭 2 (1927). 
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1) 
Sin ¢, Petersen の 分 析 せ る 箱根 塔 の 澤 産 の 族長 石 粗 粒 玄 武 岩 に よく 類似 


せり 。 


MILT S BS KIRRAD OBEY AA B (& (1.08%), mesostasis Of; 
REERBEE TS BIRR し, 厨 し て この 水 の 犬 部 分 は 原生 的 に し て , 風化 作用 に 
よめ て 生 ぜ し も の に 非 ざ る 事 は , PEMD Mid T MME BILE OTH 


BPS eR 
‘ Wt. Se Norm 
Si0g 43.59 Orthoclase 0.56 
AloOg 35.11 
Fe,0. ong | Albite 0.52 
Beare 94) l) Aporthite 90.91 
MzO 0.17 
CaO 19.07 Carnegieite 4.26 
Na20 1.02 i 
KO 0.05 Diopside od 
H,Ot 0.43 
f h 
H,0~ 0.16 Iypersthene 0.36 
Total 100,56 Total 99.98 
' Normative plagioclase 
| wees 0.6 Or, 0.5 Ab, 94.5 An, 4,4Cz 
| (5.5 Ab, 94.5 An) 
| Oro,3 Abo.s Angs.1 Cg4,4 
M 1.9 ’ , 
me CAb4.g Ang5,1) 


も , AMORA E UT MBL Zs BERRA BS 
に , 全く 無色 透明 に は 非 ず すし て , HG TED 6 PORE Bo 


量 7.95 gr 


3, ii U CARMI 


か な 96 

2. 放 長 石 の 化 旦 成分 AE 
験 に 供 せ る IKEA (sh, 前 旋 
OLS Oke ao 
bla) O<, S382 BRL tar 


FEO A USAC PRIS ABR 


2) 中 よめ 取出 し た る も の 
に し て , RE AVEAP に HF 
て も その 大 さき さ は 非常 に 大 な 
る も の な の り 。 即 も 18x19x 
10mm OH Hhfida % を な 
し ,c COOL) fii & & < Bk 
す 。 THUS Ht CP RE Zs S 
MCARACSSD» HH 
Asian ld tO ee 


に 及 べ る を を以て, ZEIT L, その 一 人生 (3.5910 gr) を 取り , 細く 砕 
て 識別 せら Ss EBA BBR Ze RS, 然 る 後に 微細 粉 
と な し て 富 験 に NR 但し 族長 石 は HCl 


こよ り て 分 解 さ れ 易 き 色 め , 


1D F. V. Wolff, Der Vulkanismus, Band 2, spez, Teil, 1, 8. 188, 1923. (Wada, 
Transact. Sei m, S c, Japan, Vol. 4, p, 33, 1882). 


CR Fae SRR BE 73(23) 


稀 耳 Cl に よる 不純 物 の 除去 は 行 は ず 。 

穫 者 に よ つ て な され た る 分 析 の 結果 は 第 十 三 表 に 示す が 如 Lo 前 表 中 
FeO, MgO の 比較 的 多量 な る は , 前 に 輝 べ た る 如く 交 石 様 包 豪 物 の 多量 に 
BGACEA > BH7EO. MNagO の 比較 的 多量 な る が 政 に , EAE OF 
募 に 際 し , Al20s (8S S CaO の 過 別 は FeO, MgO JIRA TF 2 
構成 する に 至り 9, 従 つて GHB A FORMS 比較 的 多量 と な れ め 。 叉 他方 に 

第 + 表 


三 if = Nae ete wal 前 | 
I II III IV V IV 

SiO 2 43.59 44.10 44.49 44.03 44,48 43,51 
Al203 35.11 35.32 36.00 36.80 35.93 85.75 
Fe 203 0.02 : 
a aoa} HOA 0.08 } ut \ ol trace 
MgO 0.17 0.46 0.04 0.20} trace tall 
CaO 19.07 17.14 19.49 19,29 18.66 19.48 
Na20 1.02 1.61 0.59 0.23 1.00 0.61 
K20 0.05 0.54 (P08 ee 0.07 0.05 
H,Ot+ 0 pep adel nih see See Mi ssead: 
HO OMT GIO ee ele eaten CR 
BaO if, Cele n, d none n, d, none n, d, 
SrO n. d. n. d none n, d. none n.d! 

Total 100.56} 100.23} 100.72! 100.55} 100.24) 100.51 


Stes 
1, SWEET, CALRAAD UL, SWEDE, ORF REGED 
IIL, ="2 0 EIT, (Washington 分 析 ) IV, 三宅 島 産 灰 長石 (北村 分 析 ) 
Y, MERIFEDR Zi, CWashington 分 析 > VL 橋 前 産 灰 長 大 小川 分 本) 


HOT NagO と 結合 すべ き SiO。 の 極め て 少 き 包め , 環 長石 分 子 に 比 し carne- 
gieite 分 子 が 多量 と な の り , 旅 長石 の 標準 忠 物 と し て は 征 特 異例 な る 結果 を 
HE LIE Vo 

AMER OMSL Ze, AERP ONS BWI KOT BB tut 


1) 木下 及川 井 . op. cit. 2) S, K6zu, op. cit, 
3) Y, Kikuchi, Jour, Coll. Sci, Imp. Uniy. Tokyo, Japan, Vol, 2, part 1, 1888, 
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BEB ROM EOMERICICS AIL (第 士 四 表 参 照 ), SiO2; Al2O3, 
CaO 等 の 主 成 分 に に 於 て は 著 し き 差 な き を 知る る も る, 7 カリ 特に Na OH 

CAH e OWS こせ ひりひり 。 こ の NazO OSCR tere SS, MAGZROWGE 
を 待つ べき な り 。 

か くし て 決定 せら れ た る 本 碗 物 の 化 衣 成 分 は , 神津 攻 授 (前 跳 22 頁 参照) 
及び 筆者 (第 四 表 参照 〉 に よ つ て 奥 へ られ た る , COMMAS ODS > Me 
Bump bk 6 —-RKL, ANID ARRAN ORE LATS S EORVO6 

Vv. 結 a 

以上 逃 べ た る 所 は 本 火山 岩 の 概 報 に し て , ATES SSB ED 6 Fo 
融 に 本 火山 岩 の 成 因 及 び 各 造 岩 磯 物 の 上 呈 出 順序 等 を 詳 論 する は , ATE その 
IE REICIES 4b, KALOMAM KOM RES SONS TAO AL SRL, 
今後 の 研究 に 資 せ ん と す 。 

A. 唱 出 順序 

1. AA CIARA EB URL HS CUS, Aa A Po — I i HU 
BE ORORMEIS Oo 何と な れ ( SPRINGS F OMOEA DE Px ED 
と し て 存在 すれ ば な り 。 

2. DERIK 5 (Ang:) HAS RARER OG O sti (1/4~ 1/6 FE) 
DBE Shr, LUZ & PONS RAG 2 OES BIRR AD Poikilitic に 
存在 する 事 に より, これ ら 三 者 は 結晶 作用 の 行 は れ た る 期間 に 長短 の 差 あ 
ら 5 ん も, iA RO RMA F Oda HEY t, RAHA HH OBI & (t 
42 6 TAIPEI EO LED LGR So 

3. SBA & ARE & Od MBAR BREET 4 Uc, UL (CC) に 逃 べ た 
BHM < , EMBL (S SRA IS I DC IBS K 28 B id 2 to OL, SUD CHE 
is } AA PC ES DR & と し て 存在 し , Zé BOS aR 
は 絶 土 に SR ARE %e HEE, 且 glomeroporphyritic aggregate % を な す 場 
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SIS AED & O EB L, MRE BRA LH AIBN, LUE 
A WOR NS KOT 取 園 まる ゝ 事 等 に よめ , MET (SMR k Ob 多少 
早期 に その 結晶 作用 を 完結 し た る も の と 推論 さる 。 
4. この 斑 品 と し て 存在 する 普通 交 石 の 早期 品 出 は , 既に Tomkeieff に ょ よ 
り て 指摘 せら れ た る Whin Sill の 場合 と 同じ く ,A. Holmes に ょ つて 提 只 
きれ た る 韻 通 の 上品 出 順 序 を 示す 

Olivine 

discontinuity Cresorbed) 
Enstatite-Hypersthene 


discontinuity Cpartly resorbed) 


Clinoenstatite-Clinohypessthene \ Enstatite-Augite series 


(continuous) 
Diopside-Hedenbergite 
75H fa Th EY る を 得 ず 。 MSC OAS OS ISIS, 正式 
OG ita A ANS (Sk 適用 し 得 べ けれ ども, 多少 その 化 由 成 分 を 異 に せる も 
の に は 應 用 し 能 は ざる も の な り 。 依 つて この 税 式 以外 に 著 通 光石 の 他 の 一 
SR (branch) HO, UTS AMO FIC HS CEA DZ Oda MVE JA | 
始め , 次 第 に 降下 UC RMHG RICA ST S8OL FANSY 至 営 に 非 ぐ ら 
ん か es 
5. ARG (Sk bELO RSE CAS CHa Lid, AIEAKO A 
HS CHRO Te Oo LORMMO Aa (st, Abe 構成 する PSE 
AO core と し て 少量 に 残存 する も の な る べし 。 MAGEE O AD 
ahah Str, b & [ENS HALO PEE CBE ORS KOO, © OF (SE 
右 基 中 の 普通 輝石 と reaction pair なし, Roozeboom の type IV に 従 ひ 
引 績 き 品 出せ し も の な らん 。 
6. PRESB BE PICS, TAR BRAS S BAK) EI © A hs 


1) S. I, Tomkeicff, Min. Mag., Vol. 22, pp, 102. 108, (1929). 


= 
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HIRO KO, BIL MMS 4 RG IS, RR Aaa OMAN ASC 
EERIE し て 岩 虎 中 に あめ し 事 を 示す も の に 非 ぐ る か 。 RUC Onsdvl® 
が 一 般 に 族長 石 の 中 央 部 に 多く , ZEKL COMBBIIIN CE EBL Z 
Feith < (SHER TNS HR Oo 

7. IRE ABET O Wee (FAS BESS BUS CGB ATZSHR), S OHGISER O 
ABBE GS UC RIC SENT A PF OBER ICIS CF UL), BAER O PAGE A 2 


DRAEA BEAD JM ABIL FRA EH 72 GL Do HSE (LAH OD CAD Zs DG Searels 


22 2 L, BRIS SOA BABIC IAT 1/20~1/30 FEOF 3 (CHO SRP AE EEA aE Ze 
Qo MUTI ORAWH % HCL Ci EN AR TOK IS, REG 
斑 品 の 中 央 部 は LS SME GRASS, COMBMBS AAED OR 
長石 (Ans ) と 同じ く , 何等 を の 作用 を 受け た る BBS Lo RIC LO Btn 
の 最も 外側 部 を な す 稚 長石 は , その 化 艇 成分 に 於 て BEAD 主要 部 分 と は 著 
L< RO, BABIRAO THIEME SD BOD, 或 は 全く 同一 の も の 
な る べく さく, MUTHEP OMAN AS EOKO &, COMMUNES Die 
期 に 属す 。 然るに 石 基 釣 長石 は この 斑 卓 の 外側 部 より も 更に 後期 の も の な 
る を 以 て , 右 基 中 の 人 喧 通 沙 石 より は 勿論 後期 に 井出 し た る も の な り の 。 

8. 上 に 記せ る 所 よめ り 明 か な る 如く , 放 長石 品 は 普通 逮 石 と 殆ど 時 を 同 
C5 UCHR 2 hd, Ti LC 石 其 構成 に 至る まで その 唱 出 作用 を 絆 績 せ し 
DEB bDo 然し COR MMO 6 SSB KO, 終始 その 結 
HAIRS (L—EK O LEOIIEF LT, COMME Tl 極め て KE ARIE 
を を以て An SP FAL BC ORMAD LRM Bat LOK AIH GS, S 
O) (BRE (A iti rity PRISE 72 PC, BOLE < MGA 22 PIES SICA O, RIC AE 
AMOME (IA C2 SOFIE AK LED BD EMT NSICIES BD 

9. AAMRWO A HBRE (第 六 園 参照 ) 

2. RBG S15 2 SIDER Hb UE S 4, FARIS PEE (Anns) RUS mesostasis 


a a iS 7727) 


(HGS OH ADA’ 
b. HSE (SALE BIEL, よめ 自 形 に し て , A ss > be 
ZIM DICTION THK SA DUS BHA O 6 
c. Intersertal texture » RU SA MRORE Act LD Chi Th te BH 
KIBO RS Ones FAG) が , mesostasis cf (= BMY H 。 
DW LOPAI k 0 AARP SST (STE BS RICE A, 更 
(Ete CHR A DF Odn HEA 2 SEE L, Ih DU CREA mesostasis IZ 
RF AUEWNCE S & CHM KS &O%KG Ao Fenner, Washington, 


3) 
及び Vogt 等 に よれ ば , FRSA ARCH C, ERS ARS RICA 


る も の な り と 論 ぜ ら る る る も る, 筆者 の 観察 は 上 記 の 如く 之 と 全く 相反 せり 。 

B RRAOKR SHER AS tO HMM IK ES PEC, ih 

HGLOWDER 6 1b SEBERER LMU SME し 。 三宅 島 の 場合 

BO, AREA OFF 2 22 KES (EKO UM Lo 

a 牙 通 の 火山 岩 中 に 見 ら る ゝ 斑 品 に 比 し て 其 結 曲 著しく 大 に し て , 最 大 
約 8cem に 及ぶ も の あり の 。 

b. 第 の 如く 結晶 大 な る に も 拘ら ず , RUE CORE MERE UT, 
僅か に 周 衣 部 に 於 て 生 明 央 に BYES DS OAV o MIC OEP 
分 を 除く 他 の 大 部 分 は 大 能 An。。 の 成分 を 有する も の と 才 へ ら る 。 

Cc. ARIK RA RD 72 RA ERA ES o 

d. ARE & UCRRBG, PAGE ROR SAT. IU TIO 
CTE A EAR FED Oo. lSAATERE FSS 細 粒 の も の に 
UC, 他 は 明か に 完全 な る 結 曲 を な し , TOKS BMHICKE Yo 


1) C, N. Fenner, op. cit. 2) If. S. Washington, op. cit, 

3) J. H. L. Vogt, Jour, Geol., Vol. 29. pp. 629. 634, CL92L). 

4) EEG, 地球 , vol. 7, pp. 378~386, 440~448, HA 2 (1927); Vol.9, pp. 
247 ~264. HR 3 (1928). 


78(28) BAK RR B 


e. TVW AAD ILE 4 LSE I OF Re A Dita (S $, BY = E 

族長 石 よ 0 り も Ab 分 子 を 多く 含む 。 

Th UC AEA LARC HST Anss OIE A edit L, © tv bitin & Belize eT 
DAMES MEH LARC HS CSA MA ORR A 2 AMES UT, Anes ean Hh 
WY & JEBEL L < PERE Ze RUC S HOM S Ke Ho 

上 記 の 諸 性 質 を 滴 足 すべ き 條 件 は , whee DS =EBRRAO IA t b 
て 論 ぜ られ た る 如く , 本 族長 石 は 基 母 液 と 反 座 作用 を 完全 に 行 ひ , 相 営 の 時 
間 を 要 し つく 曲 出 し た る も の に 非 ず し て , HHO 基 性 火山 岩 の Re A ida 

EU, 粘性 の 小 な る 溶 骨 内 に 於 て 大 な る 結晶 速度 を 以 て SiS 形成 せら 
れ , 且 残 液 と は 反 礎 作用 を 行 ふ 違 な くし て 叶 上 出し, か く し て その 主要 部 分 を 
生成 し た る も の と 府 明 さる 。 向 この 大 上 唱 中 に 斑 璃 質 包 豪 物 の 極め て 少 き は 
結 量 作 用 の 行 は る ゝ 時 に , PARR STR BEE TY I A, 従 つ て 粘性 の 小 な る を 詳 
する 他 の 一 人 資料 な る ぁ る ベ べし 。 

HR CAME 7 BAS DBI (2) の 化 中 成 分 を 見 る に (第 泌 表 参照 ), 
低温 度 に て 姓 融 し 且 流 動 性 に 富める 第 一 革 理 酸 忠 は 特に 多 か ら ず し て , Be 
A ea UE < , A AEOK IS Sov YY 2 SENREB IS Do BOIL ASIA 22 
Bt LOT SOMEONES EMS, その BALD TBM OL Hc 
RN 

HHA ONS, ALEKS SBA ORME 思 は る ヽ ゝ も の が 多量 
TPA BEI SIS UT, これ に より め 放 長石 の 秦 に 井出 し た る 時 に は , EE 
FBR 2 OES Ss. fida & と し て 存在 し , ASR ORAL & WIC 
(AvA, EE ULMER SN Lo HIT 本 放 長 石 は 三宅 島 族長 石 と は Bie 0, HE 

通 一 般 の 火山 岩 の 舌 結 せ る ARREST 卓 出 し た る も の な る が , MEPRAEM 


1) README, OP. cit, 
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DRED O LDMAT, MOMS Kr Sith A OH SE ORG Ac 
LE OMAORMED 75 STA KO, 本 岩石 基 の FORDE Zs SPALL 8 解せ 
Pe Reed oy 

C. 本 火山 岩 の 成 因 

1. 各 岩 床 は その 主要 成分 確 物 に 於 て , MET OB ARO MED OBE A AD 
ぇ に し て , その 種類 に 於 て は 全く 同じ く , 且 そ れ ら の 光 串 的 性 質 も 極め て よ 
く 類 似せ る を 以 て , EOWA KIS AAD, WER (2) の それ に 近似 せ 
る も の な る べし 。 

2. 牙 に これ ら の 各 岩 床 は その 噴出 の 時 期 あ 異 に せる に も 拘ら 5 すず , la— HK 
態 の 下 に 於 て 同一 の 岩 此 汐 よめ 誘導 せら れ た る も の な らん 2 

3. MUCH (2) の 化 捉 成分 は 第 泌 表 に 示す 如く , TEM OWT CIES 
し て , BARNA 06 

4. こ は 立 武 岩 質 岩 此 汐 内 に 於 て 行 は れ た る 特殊 の 結 量 作用 を 暗示 する 
BORG Ao 即ち 前 魏 に て 論じ た る 如く , 本 火山 岩 は 揮 杉 成分 に 富み , 従 つ 
THAD Nts SVARS PIL HA CT, 委 激 な る 結 義 作用 を 行 ひ , 2 OME ih 
出せ し め た り 。 旗 に 表 津 教授 が 三宅 島 の 火山 活動 に 就き て 論 ぜ られ た る と 
同じ く , 上 記 の 易 揮 遂 成 分 に 富める 浴 和 骨 中 に 於 て , 放 長石 の 如き 難 揮 杏 成分 「 

(= UC BARBIE Oi SAGA D'S SICA 4 BD ie Ve Ce 
LU = OMIM ITE BERRA ES ICBO KOS これ に より 本 
MO siAN TE NN HURL OME & 78.0, LOT Z OME OL AES id 
CHINE SEO EGR 5 Bor OFAN O RD te STS EO, BEANS 
ee ORY Be ea ee 


1) mbH, Op. cit. 
2) PP. Niggli, Die Le chtfliichtigen Bestandteile im Magma, S. 117, (1920). 
G. W. Morey,Jour, Wash. Acad, Sci,, vol. 12, pp, 219~230, (1922). 
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BRA BA, 鐵 苦 土 確 物 の 少 き 安山岩 質 玄 武 岩 を 生成 し た る も の な り 。 
Thi UC SGA ISHS, この 特殊 な る 結晶 作用 の 行 は る ヽ ゝ に 最も 適 党 な る 
條 件 を 具備 せる 部 分 は , その 最上 部 な め 。 

HISED BSS O, ASCARIS BOLT AIS PRBAO AH Ze HY 6 trite S Hee 
に 重ね て 深く 謝意 を 表す 。 (GO) 


Fal Bay HF DN © HH MM 64) 
Bet K F mR 
ウラ ニウム 及び ラチ ヂ ウ ム 

1927 年 に Gordonia 7 I79+ Vos) Rau rv ¥F iW LO SBD bo 6 
MBS EAC BES. CN, 2b > a eee Aa ¢ FECT EBS EU, at 
- HEPEOSF Lv» Uraninite Ofna < (SHER ROS a1 b Ds RARE ¢ 
は レン ズ HRELTDL DDER Strtco HAA te b 試 刻 が 行 は れ , 其 結 
果 ウ ラニ = チイ ト は 邊 々 と し て 存する に 過ぎ ぬこ と が 明か に な つた 。 

石 綿 及 RB 

石綿 南 阿 比 利 加 は 碁 だ 豊富 な 石綿 確 床 を 有 し て ゐる が 殊 に 其 種 類 の 

多い こと は 他 に 比 を 見 ぐる 万 て, 次 の 6 種 に 大 別 さ れる 。 


QA) クリ ッ タ イル WEAR <2) クロ シド ライ ト WS 
(3) アモ サイ ト 即ち 黄 石綿 (灰色 な る も 商業 上 黄 石 綿 と 云 ふ ) 
(4 の "アモ シ 1]1 ルル (5) BARA (6) アス ベス チッ ク 


現在 で は 南 阿 弄 利 加 の 石綿 産 額 は 加奈 陀 に 比べ る と 其 し く 劣 る が , Ze 
次 いで 世界 第 二 位 に あめ , ASSL 6 EO PRI Dd Bo 

(1) クリ ソ タ イル Chrysotile の 確 床 は 石綿 磯 床 の 中 で 最も 重要 な る もの で 
ALES ORE RCs PCG LEE 6 PT LCOS. 其 内 で 最も 重要 な の は 南 a 
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F US EOSOT, MABEHEOD 6 の に 較べ て 著しく 繊維 の 長 いも の を 産 す 
る の で 有名 で ある ぁ 。 

Hae デシ ァ 第 一 の 林 山 は Bslipgwe 地方 の Sabanie WELy-C, Hc BRO AA 
DSW KURU CA So Anis HUE A 7 > TREE DG BREE Ut REBCH Hc 
75. © RBA 2% te UCHES Bo eee ea 
境界 に 申 ぼ 並行 し て 北西 よめ 南東 に 走 の , 南西 に 23° CR UT o, 其 年 
均 の 巾 は 90 NAHE, 3.5 の 石綿 を 含ん て ゐる 。 石綿 は 繊維 帯 OMG 
に 丸和 し た ZO MRS BRR MME と し て 産 し , 各 脈 は 1 すか ら 3 寸 の 貼 
を 有 し て る ゐる 。 確率 は 走向 に 沿 ふ て 2 HBL, ELI 600 以 以 上 探 確 され 
CHO, COMBE (SMR LB EIAA THs 

Z OPN & fa) URERCTE Hh Ic & Shabanie [PHFD =v. FANS ee ADIN 
PATA YD ADRUIEDAUERD HO. MUP VL IrODE? bv ribo 
ャ サバ に 近い Gath 及び King HOS 6 FS EM SUTHS L, BIKE 
ETRE HED 6 の は シャ バニ = の 南 友 の ビル ト -HND CPR S20 TOS 

RDLANS) AIDA BBE IY a1 HERDS <6, Roe 7 Law| 
7 附近 の Amianthus 及び Munnik 確 山 , Carolina HIF)» v7 - oan | 7 
MU DST So 是 等 の 磯山 か ら 産 する 紡績 繊 約 は 南 m デ シ 7 産 の 6 
の に 優る と も 劣ら な い 修 良品 て ある 。 

(2) タロ シ ドラ イト Crocidolite は Griqualand West の 下部 グ ゲ グリ コ | 24 
Y ROMA PILKEGAIKDHO, トラ ンス バル の ピラ ンス プル グ 
及び ライ デン プル 地方 の プレ トッ リア プア 和 統 の 基底 部 に 6 基 産 出 が 知ら れ て ゐ 
ie 

(3) アモ サイ ト Amosite 即ち MGA Ams トラ シン スバ] ル の Bushveld 
KIEL OREMBARIL EDT OAT, ライ デン プル グ 及 び ピ |1 タ 1 スプ ル グ 
地方 が を その 最も 重要 な 産地 で ある ぁ る 。 右 綿 は 何れ る も 横断 繊維 式 の 甚だ 長い 繊 
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維 の も の で ある 。 然し クリ ッ タ イル 及び ク ド シ ドラ イト に 較べ る と 繊維 が 
大 きく , 張力 が 弱い た め , 紡績 繊維 に 適 せ ね の が 伏 昧 で わる 。 

@) アモ ジル Fev lreGsOel| ze) AFUFROF | war 
WET ARO 7 ETA bE DABRECH AD, WHO 7 E74 
ト よ め の 笑 か に 紡績 す る に 適し て ゐる 。 MLI EGA bE vey ree 
BANK —-OLOL, それ と も 異種 の も の な の か は ATED ILRIT 
居 ら な い <。 


(5) MAPA 絡 断 式 織 約 と し て 産 し ゾル 1 ラン ド の ポメ ュ ョ イィ イ 除 近 で て 倫 


第 = 表 

地 方 種 BRC wb RX | fh OR CRD 
南 ョ = デシ ア クリ ッ タ イル 39,960 970,327 
RAVAN] WL DPVVRAN 12,162 214,866 
bRIYAN TW クロ ンド フミ イト 66 2 245 
OF Vi cat Wo? AVS 6 hear a5 クロ シド ライ ィ イト 5,078 113,400 
ド KE グン 2 アモ サイ ト 6,748 69,039 

& at ‘| 64,014 1,369,877 


(6) アス ベス チ ツ タク bFrAN| WV, KIL RNY ARDY 地方 の ウォ 】] 
タホ 1 ト ・ サ イデ ング の 西方 50 唱 コリ アァ に 直 病 石 の 繊維 短 集 合 蟹 より な 
る 大 磯 床 が ある 。 

1928 (LO TF YT ROM MPF GDS bE LK 石綿 を 表示 すれ ば 
別表 の 様 に な る 

滑石 AIFR, C1 AARY HORE UBB A PAS (SPRAR IL 
(LHMOBAOKURD HOB, Hb FLAN] Vv Orv | » fifa b 
ラ ト モ ア に 於 ける も の が 丈 に 著しい 。1928 年 に は 596 wi HE L, ILO (REE 
3,993 BRIE UK o 
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B&aA4, SSLRRUSA 

BRS MUF YT OFT vy RO FI FOIN1 ス ダ | ie te 
の 確 床 が だ が ある こと が 知ら れ て ゐる 。 > . 

BEL HOR AEELIED TUPI rT DOK Ew rMOnrveya. 
wha に 通ずる PSO © TAP AP PAF > HEC HER 3 20C 
ゐる 。1928 年 の 探 堀 額 は 1,555 Me, HPPA (S 3,161 HEC H So 

BA eA, 7 vars | rOr) aAWyROVIr AS ADmy CHM 
され で ゐる 。 MRICMBTE b FY AN) VDROBBHHC NA THRE 
ARB 75 EDR 22 75. FRANCIA TET 9 VAT or FE KRERBO TE 
FE fet PCHRD Ze 傾斜 を なし, BAM ET AAV AA PPI 産 す る も の 
CHS. 

As, 粘土 , 石 友 岩 , HET 

BE グリ 1 コラ ンド ・ ウ エス ト 及 び 是 に 隣接 し た 4 レン デ 自 由 國 の 北西 
部 で 多量 に 探 刻 され て ゐる 。 こ れ ら の 地方 の 磯 床 は 個 品 若く は 不 規 則 な 塊 
HORE DB AK 25’ OD, MGS AILME OWT dO to HWS AGL, 
ADE EFC WAAR ET EOCTHOT, 何れ る も 地表 水 か ら ved LT b O 
KOEI EDWDTCHS. 

Pa GRIN 24 2 ORGICINO 6 SS FABRE RO MAE & UT 
WOG SD» AALS ARO eT Y 7TORBMWSHET 0 

BRERORES PHM Re TY 7 eMCOTIAIA LE OCHINGAE 
O る 様 な 石 族 岩 は 殆ど な い が な , 白雲 央 は HERE CH So 然し 大 規模 に 稼 
SE の なく 多 で は ボンド に と のり 応 RCE 利 
用 され て ゐる 。 

Het トラ ンス バ 1| ル の エル メロ 地方 , グリ コラ ンド ・ ウ ェ エスト, ゴル 


ド = ァ 等 に 廣 く 分 布 し て ゐる 。 EMI b BEV OMK 2 7 L, 
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de DYIMGEOE? BRA OUR AT SOW CY >) KET Se 
建築 石材 塗料 及び 夏 
BEROEMEH 南ア フリ ヵ に は あら ゆめ の る 種類 の 建築 石材 並び に 付 秘 右 
材 が 産 す る 。 白色 や 模様 の 美しい 犬 理 石 は ブレ トリ アァ の 北東 100 HE, 7° 
シュ フェ エル ド の マ 1 Fu KIL ルル 及び セ エル プ ・ ア ラビ | に 知ら れ て 9 目 
FE GRERRGE ST iso COMP FLANI| HLOTII OAC 30M 7 
ラッ ラ ェ ル スキ 1| ト や ヶ 1] IONL I LAH IW eUES § &— LUMO 
域 に る 大 理 石 の 産地 が ある 。 
wm HR 
FRIAD=2VAIANOM Ty 20, ヂ デック ACH ERO Dp Or Tt. 
DEH SIT D SD, HAL HY | RK RPAH ORM OBC 分 解 し た も の で 
Hdo 同様 の も の は ナタ 1 の 各地 で て 稼 行 され て ゐる 。 RAEMEO 8 OlS 
トラ ンス え スパ | ルル の グル 1 ダル ス ド ル フ 北 方 の 白雲 岩 中 に 産 す る 。 
WERE 咽 通 の 硝子 の 製造 に 甚だ 適し た 砂 は ヶ 1 プ タ ッ ン 除 近 ヶ 1 プ 
ララ ッ ト の フイ リツ ッ ピ や デレ トリ ア 除 近 の 各地 サザ ンド フォ オン テン yw 
Phe, ele) Ax) FECES SO. 叉 建築 用 や コン クリ 1 トド に ご 使 は る 
SWAMI EL, 良質 の 端 型 用 砂 は ソ マ ャ 1 セッ ト ・ ウ エス ト 及 び プ し レ 
トリ アァ 除 近 で て 探 取 され て る ゐる 。 
BHRROP YFEY 
トラ ンス バ 1 ル の バ 1 バ 1 ト > 地方 の 金山 及び 南 =m デ シア の ヵ み ム ・ モ 中 
AHMED CREDLE LURES ALOT, 後者 て は BE 共に 多少 の ァ ン 
チ モ ー ニ 1 か を も 産 す る 。 
ced 
Fe (LE ORIABA ICTS SMD CHET SOHC FV AlL ay Fs os 
ARUP I YAN LOR YA wR P71 PRR ORK 


評 論 及 雑 鉄 85(35) ~ 


か ら 多 く 産 する 。 | 
HERBS O22 & ALE D> 6 HHIKIS OTHE LK BDC HORNY AE 
じ て る ゐる 。 HEEL Ait 8 Aolei-C 115,000 Wir by : 
雲母 Ks, エメ ラル ド 
雲母 多量 の 雲 床 が 南 m デ シア の pp マン デ WF RO b FV aw : nO) 
VL ARPA 7A BEL, 1928 年 に は 其 産 額 が 前 者 で は 23.920 HE, BRC 
は 8422 WAC Ute ; j 
水 卓 Johanesburg 4b 7 O HWE ig 4b Ze Bua $ AB SYS DIED 50) A 
で ある 。 
エメ ラル ド これ は 極 く 最近 の 低 見 に 係 る も の で トラ ッ バ 1 ルル の 北東 
Leydsdorp の 大 な る エメ ラル ド , 線 杜 石 産地 が それ で ある 。1927 4, 9 | 
ドス ドル フラ の 東北 東 10 nf, Gravelotte 4k G 14.5 wf, Somerset Hill で 
<7 vat bh RE a ¢ OF AG MMO BRU AES a 
A belo am 45 SL Oe PR LAG 
POS <(k M7 REC, ERER EEO 7 bUT1 SF» © 100 
WY LAS 達する が , Z 6 (SRW BA CHOAZOD WRBCH So 
far Clk Y ンマ 1 セッ ト 山 の 外 に Cerman Hall ie FEM O REHM DAI G 
aU Cis OM BALD RH & UTI GAZ THASD> 1928 年 の 産 額 は 3,195 WEC 
DOK, Go) 


HEmerald om pEYR IC WET id, Hei J. M. le Grange ROTM te S FEMS Y CTrans 
Geol. Soc. S. Afr. Vol. 32, 1~26, 1929) 2% ERIKS 3 VEES) 


Emerald の 産地 は Transvaal の 東北 隅 を 構成 する Zoutpansberg 地方 の 
南 線 に 近く , Murchison [ROWE 5 CHA O, 特に Barbara 地方 
が 著 る し い COMMS Swaziland Ric HsS SRP RO BECKY 4 
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OB k OWO, SONATA REA HWA FE ies FT aK Ze 7H 
CHE LT HSo SOM MBB ICU 5 て 諸 所 に ペグ マタ イト の 導入 を 見 , 
主として 粗 粒 の 微 斜 長石 と 石英 及び 白雲 母 か ら 成 る けれ ども , 時 に ZO 

電気 石 を 含み , その 先端 は 主として 則 長 石 及び 右 英 よめ MSP itis に 分 
岐 す る 場合 が 多い 。 CNREOxAV 414 HEL UTHER A Ba ¢ 
けれ どる も, MEBRA RRL AANA AOS, RHARURREO— 
部 は ペグ マタ イト 中 に も 含ま れ , ZS BMOTCKRER TAP CAMT Sc 

ペグ マタ イト 中 に は この IMEZ ERATOR ERO IRA eA, それ 
ら の 員 出 順序 は 次 の 如く 推定 せら れる 。 


時 期 | Cee eee oe oe 
poe + | 


1 3 XR ET CE Re > A x 9 

IRENE nals chats x TN Se SC hed Utorcacne | 
Ne ene x x x SC EE EN es 

A et I | 


Mbt Om Rime Sb OlL 石英 で あつ て これ は LE AME E EO 
て 獲 立 に も 見 出さ れる 。 こ れ ら の ペグ マタ イト の 南方 約 16 km の 地方 に 
は , BRL Hr Witt (Ebi 2 Evo < PME Ae JL, 前 記 の < グマ ャ タイ ト こ の 
新 花 閣 岩 に 開 係 する か と も 孝 へ られ る が , ~7F7%421A tO BSB 
か ら 見 て , むし る ろ 片 太 化 花岡 岩 に 開 係 する も の と 見 る べき で あら 50 

= OMA) じ 山 脈 中 に は La France zone の 含 金 江 及 び 人 金銀 銅 ア ンチ モミ ニ 

a, See iene, United Jack の 人 金 交 安 確 堂 等 が 所 記 の 順序 て び て ペ グマ ャ タイ ィ イト 

Te OIMEN, BD tb Behr (38 SD SILGED TACHI L, AAA KO PERE Gtr 
た る も の と 信 ぜ られ て の ゐる 。 
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1001, Hv Kambaraite A,B. 
BET, 渡邊 作之助 。 < 

自 土 は X 線 的 研究 に よれ ば AHR 
に 属し , 題 微 鏡 的 に 認め 得る 結晶 を な 
し , 単 軸 品 に し て 光 内 性 は 正 な り と 。 そ の 
PERIL’ 2 7 GUC kV 620°C 以 
FIR TEROM( KUT, & & Kamba- 
raite A LY, 

Al 
at 2) We H20(H20), 
4- 

(20), は BIR #, W120 は 600° 
~800°C AIK 失 は る 水 を RAL, U4 
MERIC ER DAES 6 KAR EERT SLO 
wVe 

800°C YW hic Bee BAA a X 線 航 に 
は 等 軸 品 系 に 属し , BABE PF IC 於 て 赤 複 
属 折 を 示さ ず 。 本 化合 物 の 化 學 式 は 次 の 
如く に し て . 之 を Kambaraite Bee yy, 

(Al (SiO4 Baa 
Hy 

WAR C Mg it Na と 置換 する 時 は 
MIKO Co, Mg を 除去 する を 得 べ く , ク 
ラリ ッ ト の 作用 を 療 む な り 。 (理研 報 , 9, 
440~444, HA 5). CHA) 

1002, 新 有 用 硫 物 Dumortierite 
ASH 1040 参 暇 。 

1003, Finland 産 花 責 石 用 ペ グマ タイ 
ト 中 の 加里 長石 Eskola, P. 


Finland ICAU SAEROEMHRS 
ダグ マタ イト 中 に 含ま る ゝ 加里 長石 は 殆ど 
例外 な し に 微 斜 長石 な る 事 は 今日 包 知 ら 
る > JRICUT, Triistedt 氏 の 所 調 * Post 
Ladogian Pegmatite” と し て 和 敷 々 各地 に 
見 ちる ト ゝ 含 電 無 石黒 雲母 ペグ ダケ マタ イト 中 
の 加里 長石 も 赤 微 斜 長石 に 属す 。 然るに 
Kyllénen 地方 に 現 は る ゝ 全く 同種 の ペ 
ダグ マタ イト 中 に 産 す る 加里 長石 は 前 訪 と 
異な り 正 長石 に 属す る 事 は 注目 に 値 す べ 
き 事 な り 。 此 の 長石 は その 成 生 営 時 は 他 
地方 同様 微 斜 長石 な り し な らん る 其 後 外 
Mk YU OMI LY CHEBAKMMES 3 
BORLA, HUT HOMD Bis HR 
ざる も らく は “ rapakivi” 4 fig 4 OME 
入 に ょ る も の な らん な か 。 PALL OME 
論 を な す に 営 り て Dittler 及 Kohler py 
氏 の 研究 に よる 十 長 石 の 温度 に よる 興 化 
2 SUA LAOM RA © Bee CBA LEAR 
FEA OBAFRe Sts, (Bul. Com. Geo, 
Fin,, 85, 54~57, 1929,) Cini) 

1004, Finland, Uuksu 産 ペ グマ タイ 
bPORER AHH 1015 AHR. 

1005, MFI k SRRORLILOET 
Haraldsen, H. 

注意 深き 分 析 の 結果 SiO 。; Mg(Fe)O: 
Hz O=4:3.03 ;1.06 な る 厳 分 を 有する 
YEA ESRB IC MAL, % の 生成 物 を 
Debye-ScherrerjE ic tC X#PR Ae & YC 
研究 せる に ,800° 一 1000°C wo Fike ck 
分 の 大 部 分 は 失 は tr, 同時 に YA OF Ah 
Hews % ME bh, BLS Hh の 生成 さ 
る る を 認め た り 。 該 生成 物 は Magnesium 
metasilikat の 結 品 構造 を 有する る も , 頑 


88C38) pb 


KA BR BAA © 1 O KH Magnesi- 
umsilikat の 結 品 構造 と は 一致 せ ざる を 
知れ り 。10002C VEC WARS B te Cristo- 
balit DHE HOA Mt b SS RRL HE 
Vo ZHEOMECRG & BB iat He 
Mgs Si4012 53 Mg Si03+Si Oo +H.O 
の 如き も の な らん か 。 CN. Jahrb, 139~ 
164, 1930.) (HD 
1006, X 線 に よる 石綿 類 の 分 類 AH 
1041 221%. 
1007, 1- リ ウシ ン ・ エ ステ ル : ヒド ラ I ト 
Osssete ee Takahashi, G., Yaginuma, T. 
本 化合 物 の isodimorph の 檎 出 は 困難 と 
せら れ た り リ し だが, 著者 筆 は 7 POLK 
ュ ニ = ググ ヴ ア 1 サル ・ ス テ 1 ジ を 用 ひ て 軸 秦 
+ RTAS 光 軸 角 その 他 の RS WEL 
. 明瞭 に 検出 し 得る と と に 成功 を そり 。 その 


SSE NTERRO MM Lo 

協 酸 更 | ow 8 fe (ea NA 

性 

new. 1.4983) 1.5040] 1.5140|-4-| 37°29 
8- | 1.4999] 1.5089] 1.5245|—| 36°44’ 
a-I-L, c 

Ct, | 14962| 1.4978] 1.5818 + 13°13" 

lp- ,, |1.4859|1.4901| 1.5015|—| 13°24" 
ert: 1.4914] 1.4978] 1.5128)--| 33°18 
3417 
8- ,, | 1.4964] 1.4966] 1.5021|—| 5°54’ 


SSMS GARI BT S%oOwY 
と 推定 せり 。 CProc. Imp, Acad., 6, 201~ 
203, 1930) (AK) 

1008, MN BRZORAIER ETH MOR 
MIS KS sO {E Buckley, H. E, 

約 10,000 個 220 結 唱 群 を 詳細 に 研究 し 

_ て, 加 時 明 鐘 に は 殆ど 常に て 111},( 100}, 


Sk 


{110} の 三 結 唱 面 を 件 ひ , そ の 成長 速度 
は 成長 遅 き 時 は 
V.111: V.100 : V.100=1:1.2:1.15 

rSelkicc Hah, より 成長 早 き 時 な は, 
CRP BETH, ( ULC aE © RSH 
度 減 少 し , seePHI—HF AIC Lc YV. 100: 
V.111 は 1.732:1 の 上 比 ょ より Petey, 
{100} の 形 藤 を と で むる に 至る 。 WUT 
Spangenberg 2 HEP MRE O Fic tet BB 
int &D Sh V le) CREO FIC c HAD 
ERIM SICROM Lo 

TI, RO KA IC kV CCLIO) BSH it 


増大 せ y [e) 
KClOg, Sodium Acetate Cdil.), Urea, 
Glucose, Glycero], Amyl alcohol, 
Methyl red, Phenol. 
I. C110) が 消去 又は 縮 少 そる も の 。 
AIClg, FeCls, HCl, HNOg, Oxalic 
acid, NaClOg Safranine dye (slightly), 


fff tartaric acid と sulphuric acid と は そ 
OPER Lo 

Il. AM KOM HAL SOS 
Bismarck brown, alkaline substance, 

IV. 五角 十 二 面体 {210} と な る も の 。 
HC], HNO3'(?), 

V. {211} 及 僅か の {221} を 生ずる る も 
の 。AIClg, FeCls, Amy) alcohol, Methyl] 
red, prussian blue Cin oxalic acid). 

VI AUER US RAB Eh & EF SD 
の 。 Bismarck brown (冷却 ) Safranine 
CAB) (Z. X. 73, 443-~464, 1930.) 
(高根 
1009, 白色 炎 の 結晶 構造 に つき て 


Natta, G, Passerini. L, 


yb 


oi 89(39) 


今日 迄 の X BIT PANCIC GRE Vg 
著者 は EE OAS ICC HY - 85°C に 
C Fe-K 線 を 用 ひ て Debye-Scherrer 注 に 

て 22 本 の 線 を 得 て A IAS 立方 品 系 に 
結晶 し, その 格子 格 敷 は TATA に て 4 分 
子 を 含み , 比重 は 2.28 LHBeV, HK 
常温 に て 1.82~2.0) 4 OXF HIE OaF AM 
GB CBRI~ULLS ME RW-1TPC に 
CXMB £20 C UHRAMINKS 
HERO thomas Tt HEDKY, 該 
SAE (2 FE GUHE Te S line & FV LIAO & 
の な る を 示せ りり と 。 CNature. 125, 1930.) 
(高根 
1010, 人 金剛石 より 起 れ る Raman 効果 
Ramaswamy, C. 

人 金剛石 は 多く ORICH LC MOK 2 Hi 
ic, Rie tO Raman 効果 に つき て 
DBR te L, 著者 は Ug © 4046.6 及 1358.3 
A lines が 甚だ ょ よく 人 金剛石 に ょ り て Raman 
効果 を 起 ミ れる を 確 め た を り 。 比 軸 的 簡単 
te 348 WHEE & ADT S NaCl, RNa, Li の 
tty は 該 効果 を 起き ざ る に ., SMA 
よく それ を 起す は , その 原因 を TOK 

ROAA IH Rm kis BL LAT S 
AOKAMERC HY LSE~PbFo BM 
ち 人 金剛石 は 分 子 格子 を 構成 する に あら ず 
LC, FAQUR Fas SER BTR EO つく れ 
る も の に は あら ざる か 。 Nature, 125, 
704, 1930) て 〔 高 根 〕 

1011, Loparit と Pyrochlor の 結 唱 
#635 v. Gaertner, H. R. 

Loparit 及 Pyrochlor の 結 品 を Debye- 
Scherrer 法 に て 研究 し , Bic MAW Ott 
Bah eit~). Loparit は Niob を 多量 


に 含有 し て , FORBID (Ti, Nb)2 

(Na, Ce, Ca)206 に 甚 た 近似 し , 4 OS 
立方 格子 の 長 さ は a0 =3.8540.018 A に 
て Perowskit 型 の 結晶 構造 を 有 し , そ の 


座 禁 は TiCNb) ユエ Ca (Ce, Na) 
| 


000; OF 50,5 005 5 te Y okyro- 
chlor & (Na, Ca)2 CNb,TiD2 CO, Fz 
wZoKkBREA LT, metamikt yy, ty 
At LIL その CMABEE REL, その 比 
重 は 4.1347 ょ り 4.°68 に 替 加 する を 知れ 
Yo 人工 pyrochlor の 結晶 は Na CaNb。 — 
Og F REKBHKEA L metamikt に あら 
ず 。 ALK th ORE & MBS BRR EG 
bn & (2 he] i in BAND & SMS 。 
ALG fs ORE FB 


ag =10.376-+-0.018 
Fredriksyern 産 Pyrochlor 


10.341+0.006 
Larvik 産 10.348 +-0.008 
Liask 産 10.381 +:0.04 


と の 格子 に 8 分 子 を 含み , OF 塞 間 群 に 
属す , その 原子 の 座標 る 夫々 決定 せり 。 

Larvik 産 Pyrochlor を 1400°C 以上 
に 24 BEA] inBes S 1c Pyrochlor の 線 の 外 
に Perowskit DR LBM bSSZKEhH YV 
to (WN. J. 1~30, 1930) CBA) 
1012, 三 綱 結晶 の 結 品 常 数 の 極 面 投影 法 
に よる 決定 Gebhardt. T., Goldschmid:. V. 
投影 園 上 に 於 て ,S を 投 賠 中 心 , OP (po)〕 
及 OQ (qo〕 を 興 へ られ た る 二 つ っ つの 品 杖 
LY = SOR, OONSRE Gm) 
OP, SG(=n) 1 OQ が 豊 へ られ た る 時 , 
linear elements ag : bp :Co =I1,a:1:¢, 4, 


Bry (ARON LORY eX Wo m=cte 


90¢40) » oe 
(180°—«) n=ctg(180°—8), BS po, | HM it 岩 … 640 
qo , To =1, a, 8, y, (EAD OVE y Wk 8, Psiaalit ay lie fp til 900 
(- 2 eK Be Ww 5 ee 547 
“os Y==COS & cos 6— sin a sin Pp cos v る 武 me A i pal 94 io 670 
— qo, sinx .__ 4 ,siny seal GSM Nie Me ai hernia, 899 
: po sin B” sin 8 Gen) BA ty Y 8 } 
é a SO APT 7 FA bee 977 
a9 = ee com FIFA, He HT Ag 1610 
go S10 Y qo Sin y a 
LEA OE GZ) NS eZ) \ 1490 
(Centb1i~4, 1930) (高根 ] FAVA, AYIA 
SA YHA oy Aint e7s Aualeeea coe 743 
KW Aa, AAA, し 
BASRKUS BAe ea \ 2820 
1013, BAOWPEI OUT Breyer. H. Ch SIAHIC BYWIC UT, 測定 の 結果 


4 FREI O & CHE OY) 
定 を な せり 。 FMR B LIC IE 
性 岩石 の 方 Elastizilatmodulus 大 な り 。 
工業 方 面 に 開 係 そる こと と に る ゃ 言及 を り 。 
(Zs, f. Geophysik. 6,98~111, 1930.) 
CPB 
1014, 岩石 の 磁性 Crenet, M. G. 

岩石 の 磁性 を 測定 する 方 法 は 大 体 5 遂 
りあ り 。 即 ち 磁 力 計 を 用 ふる ゃ も の, 不 均 整 
な る 磁場 に た 礁 ける 引力 を 用 ふる も の Ge 
YVREE JAS B40), ベリ スチ ッ ク 法 , B 
ウン モンド の 方 法 , 即ち ゥ 1 ジェ の イン 
ダダ クション バラ ンス の 方 法 な り 。 こ と の 内 
筑 二 及び 第 五 の 方 法 を 用 る ゐ て 新 に 測定 し 
た る 岩石 の WHALE, 従来 種々 の 人 々 に 
ょ つて 測定 せ そら れ た る も の と 合せ て 耕 均 
する に 次 の 如 し 。 


a A Leiria AE 
x 106 

花 Ka re . 375 

Sein TE aa RBC し 83 

BRB Was 

BY 長 Bt, 388 

Bee, are te ODS cach sce ens 885 


より 見 れ ば 

L. 農 磁 率 は 同一 種類 の 岩石 に て ゃ 非常 
に 相違 あり て 10 x10-6 か ら 2000x10-=8 
PEG BEES 。 BAAN DIA & REAR & 
り 見 た る 分 類 と は 一 致 を ず 。 

2. Kin BT ORICA CHEM OK 
CRC AAA Lb SRE TERME & oe 
ず 。 WA LGB LIEN IC READ FE し 。 

3. BONED th & TR & ZWD o BA ia — He 
BENE E TRG 

REL a (AIC BED tee & OE 
EE HS SBSV, RL AMM 
DA り 居 る 場合 な り 。 水 成 岩 は 更に 磁性 
少な し , 時 に 反 磁 性 を WRSLOIND 
Yo 

クラ 1 ク , マ シン トン MKD HEL S 
MWh OD 7B YE RIC FED T HBO BIHWPE 
を 推定 し て 見 る に , BETO TEREAE を 
50000x10~“ ょ 大 定 すれ ば 地殻 の 下 均 は 
220010 ° 1 UTC, KRW Le BHA 
DBA O PF ALIS Che] VRE BET VLE 
ひ 得 べし 。 ELTFY PREEOBDIK 
#2 S HHA OME KV HEE LI 3 ERO 


cia 


。 Byte 800001075 に し て , そ は 

と の 結果 と は 一 致 ず 。 

岩石 を 一 医 ガ ウス の 磁場 に 置け る 後に 
WE SHR OL 磁性 を AT. tO 
TL Dim BD A tr SEB OMS FFT 
ALLHAF NEL, WAR の 大 な る も ゃ の は 
残留 磁 無 る 大 体 多 く , そ の 上 比 は 100 に 近 き 
も ゃ も の あり 。 例 へ ば マダ カス カ ヵ カル ん 産 の 准 線 
BK Cla RES 1400x 10~6 に し て , 一 
高 ガ ウス の 磁場 に 入れ た る 後 の 残 留 磁 無 
は 230x107 Fe UT, と の 比 は 165 な り 。 

NRBVER FS. 温度 は 物 に ょ つて 異な 
り , ジ ャ ッ ケ の 測定 た よれ ば 同じ % の に 
て も 種々 あり , Kk 500°~600°C な れ ど 
%, Z 100°, 200°, 800°C BL HS Y OS 
あり 。 

Te OR ZE & PAGMBE PF IC Sh ze SRL & Hee 
する に , KAKI Mith 6 EV 
DA & PTE BAIL Ko RL GHOW, 
MEL BRO 磁性 と は 見 掛 上 大 い に 異 な 
Vo 

NE BROKE BEGG ~ BNE OBEY, 
の 強 さ と それ に ょ っ て 起 る 磁気 感 雇 度 と 
の 開 係 を 示す 線 は 曲線 な れ ど る ゃ も, KER 
CPSC US BRC GH BREE te o 然し と 
BAO D SWRI K & pie 3% 
DIC, 反 磁 力 大 な る た あめ に し て , CHEF 
に 入る れ ば 全く 同一 の 性 質 と な り , 吊 方 
共 類 似 の 曲線 と な る 。 

iH & ERT WLS LC BPE ERT 
LODV, CHEMBIF SIC KBHC L 
CADW LMS LOO # MULE 
る 事 を 知る 。CAnn de Physique, 13 Mars, 
1930), CHE) 
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1015, Finland, Uuksu (“RU SBE 
石 ペ ベ ペケ マタ イト Kranck. E. H. 

束 部 Finland の Uuksu 地方 に rapakivi 
AG ise XY Apt SHR 80cm の ペグ マタ 
A b MSV, HERTS S ERIM HK 
REA, BER RAEI LT tk の 外 灰 草 


| RA, RRA, HRASE St ZOE 


EURO BM 2 He RA, 基 の 内 
(it RAD OD A EU CB OPE ( 
黒雲 母 ょ より 成る 1cm OF Yea ee 
桂 石 , EER TT & CHEM 9 Rapakivi 
tid ACHAS 27324 DASH 
KL CHD &REAt Gb tor Bai 
ZEVTCHLET. 

TOR AREAL BN LIC FH Le ME ICE 
ME6DOELTHHE SHE VuksuDS 
PHEAS S724 PSHE KRETAK 
RMBRALRELT SAIEACAT. 
AL IR & GAT STICK MENT x AA 
PPC AE SS SH OBR XY ds 
HHS & BR LEARN Fe 24 be A 
里 長 石 の 品 出 し 終り た る 後 主 体 ょ り 人 分岐 
LCRA, REEL MEA AEA & Bie 
WIRE UTR LE SLOKLTHRER 
C LPS DRA RE SF SFI UTCH 
—PAKD ORI IE LTH ROG BS 
Rte 0 L#8ite b A> (Bul. Com. Geo. 
Fin, 85, 70~77, 1929) て 〔 加 藤 〕 

1016. Finland 産 ペ グマ タイ ト 中 の 加 
BRAT AHH 1003 84, 

1017, VAFEYVAIMIFS —WMOA 
長 岩 地域 Fowler, K. S. 

著者 は 世界 中 に て 最 る 興味 ある と の 地 
Kos awe wept east 及び 


92¢42) pb 


bil 


WH LO 三方 面 よ り 研究 し て , Ae 
岩 塊 の 秀 園 及び 成因 に 論 及 せり 。 之 に 依 
NAH © hs 36 wR 12 wpe 
RU, BAKA RIL O 結晶 岩 を 形成 する 
EMD, BIC A A ORR UO BA 
MPT IC HRY, HHA aI と し て HA 
VSR L, he Wl ds ROMKRE 
HB 7 Yo 8) HAO MAIC OI 
BAO} Sit SARPEA Db) PORE — 
HesHAoOWwMK OD MAORI Mi ¢ 
REPRARHELE © Fe HE ONE a IC (2 GU 
HE OUGADOAE A k 0 BEM DW) 2 
な る 分 化 作 用 ©) Bak VK Att 
成 生 物 と し て チタ ン 磁 鐵 春 の 存在 (Am. 
J. Sci., 19, 305~315, 873~403, 1930) 
CRLF J 
1018, Somerset 地方 の Hestercombe 
の 火成岩 Evens, E, D,, Wallis, ES, 
Hestercombe 附近 に は 十 三 個所 の 軸線 
岩 の 産 地 あ ちり て , 西 方 の Whetstone Quar- 
ry (ARE ZU, 東方 の Coombe Quarry 
ARH em L, Wika le 明か に BA 
せる 特徴 を 有 し , PHLIC UC HE ieee 構造 
を 有 し , BHR 1 AS IRE BA, PPE 
長石 , REE, RUA, BUC, WRIA #% 
AIC UC, 石英 は 西方 ょ り 東方 に 進む 
FEO Hin LAS ICES, 全体 を 
考 ふ る に , 岩石 は 均一 に た し て BME 甚だ 少 
な く , 綿 入 の 際 熱 に 依る Devon slate m ¥k 
AL db CTV, CORA RBC 
CHL FIC LC, 此 例 は 西方 地域 の 他 の 火 
成 岩 と 何等 類似 昧 を 示さ ず 。 UA ONF 
代 に 開 し て は , Quatock 凸 脈 の 福 曲 は 一 
fic Armorican aged #~H SAKIC, AZ 


Ald % OWED & OLBA DI, Devon 
及び Cornwall OK AE ji GAAS HEE & 
Ret b SS 故に , IEEE A tt Dartmoor 4 
hi DALE Bk 3. (Geol. Mag. 
67, 193~199, 1930) C#RAD 
1019, TERPS OLE 
1039 28. 

1020, Trans kaukasia 地方 の Ach- 
tala EAMARSOSESHS 
Tschirwinski, P, 

LAL GIN & HE BRT S WEY RH (a BR 
RARUAREA~TRMREA, HA, BH 
HLA. FQN C2) BA, Fv BRR 
灰 石 及び ダグラス 等 に し て , その 定量 的 成 
分 は 化 移 分 析 及 び 題 微 鏡 交 研究 と に 基 づ 
き て 行 ひ た り 。(Zbl. Min, Geol., A. 8 66 
~370, 1929) 〔 瀬 戸 〕 

1021, Bedford AREA MBOKA 
Barbour, G; P. : 

Bedford [RER} Wile I< Ih RELI OK 
WORM Bet 22513, 著者 は と の 
BALN7T S324 > AIP ORA t Off 
Kite S KAM ROCET S & Hehy 
L, 更に 眼球 片 旋 岩 の 成因 及び ペ マゲ マタ 
Aba 62EOMREEDA 
%, Bedford Mf¥ if 1 WoO Kinkel Quarry 
ょ り の 和 品種 の PRAMRAICHS T, その 
ERD RUA RB NTIZE & ITO Yo 
% OFF RA Ita? OBA LNT RAD 
DRLEOMBRAABE LK CMM, と 
NiZE ORAS OMUKK UAL KS 
事 明 か に し て , WRERA HIG kA ペグ ゲ グマ タイ 
ト LR -OAKRBHAO WMO AIK L 
T.SFVAAPAAMU BHO S 


7B Hi 


La 


Ee SEK ILHED Ee V (Am, J. Sci., 19, 

351~358, 1930) CHE) 

1022, 顕微 鏡 的 定量 分 析 Thomson, E, 
Rosiwal » Wy & KMS YOICLT, 
TAIRA © TE MERE WE © BES BERK 

FSCLCRV Bint ons cs they 

原理 に 基き , 小 十 字 格 子 の 一 っ が SHR 

の 12% に 相 営 する 如く 分 害し , こ と これ を 題 

GABE ESE @ RIC Hea, areal 

estimation %(t linear measurement を 行 

ふも の な り 。 目 夏 を 更に 大 きく する に は 

Re YINEIC CT Screen 上 に kK 投影 し 測定 す 。 
と れ ら areal, linear, lantern, の 三 つ っ の 新 方 

法 に 依り 決定 され た る 値 と Delesse oF 

方 法 に て 測定 きる 値 と 比較 し 非常 に 謀 差 

ODE BWV. 近似 値 を 出す た め の 
ょ り 速 か や な る 方 法 は 定量 前 標準 究 皿 の 列 
を 傍 備 し と れ と 比較 する と と な り , と の 

FRE TY 2% 以下 の 議 差 に て 決定 せら 

れ た りり と 。(J. Geol, 38, 193~222, 1930) 

[河野 〕 

1023, WFR AWK OME Schosta- 

kowitsch, W. B. 

ョ シャ , 日本, フィ リッ ピン に 於 ける 地 
PRIME OME HET SK KH 
BOW MICHiRS 0, この ADD 現象 は 
JEIC, AG MEAD OME Ck oC RE 
% Birk 3 RED Ai DEAML IC FES. 4 Diz 
Y, (Beitr. z. Geophysik, 19, 298~304, 
1928) 【〔 渡 邊 新 〕 

1024, 火山 熟 の 利用 HHS 
Bi % BEACH 927 参照 (地震 第 2 AE 第 

4~5 He. 昭和 5 AR) CURB I 
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1025, PRLRSUORARMADHZ 
加藤 武夫 。 

土肥 人 金山 の 碑 生成 の 時 期 を 下期 に 別 
ち , 第 DME AAA, 水 長 石 脈 の 沈 
BB 2 期 は 人 金銀 に 富む 石英 脈 の MAI 
LCBiko 5 Shh, Nasser ee Te SIT, 脆 銀 
TH TAL RHR U ARE EIS 9 H 8 期 は 
ペコ レ ン な 石英 脈 の 形成 , 第 4 期 は 方 解 
石 脈 に ょ り て 代表 を せら る 。 と れ ら の 硫化 
作用 の 終了 後 二 次 的 銀 硫 を AU, ELL ・ 
て acanthite Ag2S 及び 自然 銀 を 生 ず 。 所 
KEV CHE HRA O _b IC HEYEKO 
LKERORBMRBETSTLEV, 
TD RV LDK D AE Rid BAC PEA D HR 
終末 期 を 代表 する 温泉 作用 な る さ べし 。 低 
YAR D Toit HEB D AE PK & EEREYR ERR o Pepe 
と は 雌 事 を 暗示 す 。( 地 質 , 37, 273~274, 
昭 SC BF) 
1026, メキ シコ の Boleo SayRILHT | 
Touwaide, M, FE. ’ 

ARR Mt ik HLF, 地質 等 に HES BF Me 
23K TKO AA, i の I, Bie © 
成 生 順 序 及 び 銅 の 本 源 人 等 に 就 い て 述べ た 
Yo BA te と し て は 自然 銅 及 び BRITE 
ERED 2L, ASE, BESTE, 黄銅 
DES & Bt OPB STK, RPRSATE 及 Ua 
ペ バルト ,= ッ ケル , SABES & SL, 
と れ ら の 銅 の 本 源 に 開 し て は 種々 の 度 あ 
れ ど る も , 著 者 は syngenetic hypothesis % 不 
適 党 と な し ,; 双 hydrothermal hypothesis 
に 依っ て る ゃ MU LHS 個所 あり て , 著者 
の 考 へ に て は , Boleo SAK & WOo# te 


94C44) » 


8 


STR Hb, それ らち は RRA BG 
eb o tit PCR SSS BOIL 
て , 銅 が 北 灰 岩 よ り 抽 出せ られ, Save 
Sil id TE Si OIC CHER ICAU, 
更に diffusion ck Y CHE ¢ HBAS DHL 
SOW, HAP OMAK L (LIMWoOA 
機 物 ょ り 生 じ た る 種々 の 化合 物 の 作用 に 
XY CHIBI SPW LOK SLOTS 
~LEKS, ARM OMAICK L Cit 
7€ HUI tz S RFRICT Lt & RS+_ (Econ. 
Geol, 25, 113~144, 1930) Crp RF) 
1927, 西南 アフ リカ Arandis ito 
水 牧 鍋 石 奏 康 に 就 て Gevers, T. W. 

© OBA iS HPS Ma] Allin Erongo 
Tin field CRAG SX7x~R 4 bPOMBM, 
床 と は , や ゝ 趣 を 異 に た し, BAK CAA 
は ペグ ゲ グマ ャ タイト と は 開 係 な く , 他 の LA 
BOK TETRA IC BT ~ & tthe aR 
る も の に し て , HH AKWHORM, 地質 
地形 の 折 要 を 述べ た る 後 , と これら AMA 
DRBIC RU, 最後 に 硫 床 が BO PED 
た る さ べき 事 を 支持 する た め に 次 の 諸 項 を 
Pilz Yo C1) pegmatitic base D BAM 
Le OWMOME OEMs fee LOFT 
C2)FR FAY D FADED A OBE PIE Ro 
CS) Br4a IC MIG LC 47 HECnon-pegmatitic) 
BS HERI, DOLE, HELO, SEPT, BES 
PRRU FRAN S OBB T 3 Bo 
(4) SPARIRAAT ~ R24 > ee 
SBR. (5) MKB Rass ob ae 
AiR aD © Boge 76 SORA & ABEL L te } 
KHES~2H OORT SLD SSB, 
右 と 比較 し て , 色 基 他 の 物理 的 性 質 を 異 
CF SH, (Trans, Geol, Soci, S. Africa, 


32, 165~170, 1929.) Crp Hy) 

1028, Hk) Pilgrims Rest Goldfield 
OSH IXHET Reinecke, L., Stein, 
W. G. A. 

SEW G DBR © KEES, 地形 , SA ROT 
床 に た っ いて Pik tS LOK UT, HK 
因 は 主として , Transvaal System 中 に 花 
MARHORAT LEKCHAS 6% Or 
DV, WORKER BY see H Al 
Wi Lic 3, % OREM as tei AR U 水 成 
iP OSE & 通り て 上 昇 し て , それら の 
岩石 中 に PRBS SLOT, i PSM 
DSR KSEY Lith othe 
に も 形成 そら る くも の に 非 ず し て , あ る 
一 定 の 好 層 中 に の み 限 ら る ゝ と 云 ふ 事 は 
% OME PIC DAZE S S eA as M—— 
OUPMLRSL,O LMS MUCH 
D> be APD D VW ONG IE IK CE D HERE 
作用 の 際 , あ る 特別 の 條 件 EME LHS 
場合 に の み 限 ちら る まく も の な る Mm KC b 
る 時 代 の も る の に 於 て の み と の 譜 質 物 が 含 
ESM, THK SD 時 代 の 特別 の Hh le 
PICK て の み 形成 せら る く 事 と な る 
CTrans. Geol. Soc. S, Africa, 32, 65~88, 
1929) (rp RF) 

1029, BAFYLPO=Y TIVRORAIX 
FET Keep F. E. 

Hib RO= 7 TABI & Sez 
載せ られ た る も の は , 単 I に Zealley Ko 
AER OFER IC MRA L CHES eS 
OAL AHKENE, FaYr7rph 
物 と し て は 恐 ら 《 genthite (Ni. Mg 
Silicate) と zaratite (Ni. carbonate) jt 


合 と 団 は る へ も の と , garnierite eB 


抄 


Hk 95C45) 


SRV, HAZ = 7 rie 
maufite と garnierite 2m fie May, 前 
AVL UK IC LT (Mg. Ni, Fe) O 2Al。 
Og. 3SiO2 4H50 な る 紀 成 た し て , 比重 
2.27, 硬度 3, HBA IK IE deweylite RHP, 
せる る ゃ % 之 を 特に maufite L457, EH 
PUK S ID Al を 運び , TH MAR 
3 RECs © FAY BIS AU CRI EFIC & 0 
て そこ と に maufite を 形成 を し も ゃ の な る で 
LERV, 後者 の garnierite な を その = ッ ケ 
WL DO AUK & ME A Ic (i ¥, base exchange 
に より て garnierite を 形成 を し も ゃ の な り 
&tx3-, (Trans, Geol. Soc, South Africa, 
32, 103~110, 1930) (rp He) 


A oh ik B 
1030, AHR 


son, A. 

BIRV ICES HILO EK, & 
L Xe APS Bit 1924 py 7 
ォ ル = ア に 於 ける 調査 に よっ つて 確定 し , 
地下 4000 Rove KYL. 井口 ょ より 100 
太 以 上 の 偏 位 の ある 事 が 知ら る ゝ に 至れ 
Do PAA IF > Ee HH MERE BSR IC FES 
B tr, 1928 AF 1c (5 fp He 6009 JL IC BL, 
22°25’ te } BIA eM Le S %> 1929 年 
KB T IE 8° に 減ずる に 至れ りり 。 Cu 
Weekly, 57, 30~32, 1930) て 高橋 
1031, FEPABE AME = Marply 
P. C., Judson, S, A. 

カル ベス トン 附近 の Barker Hill は 新 
KPIBY Die SEI LT, WA EY 
thie (4 RAD, ti BRA CH 
RKC Bate CORED 2 hb 


WEA C SOR) 5 AHS Re dhe 
C—2000~7000 FR) pic BAe Bar, ee 
LC HEIR ® BIC PET, 最近 6416 Ric 
THE 1000°S 1 Vr OBIS BAL 
URIBE © (E46 BMED KY 9 AIM IC lak 
Mi * % 3 Bi Wile mL, Ae sk AAT 
KOMI 3 OMA ee 
y 。 (Oil Weekly, 57, 25~30, 1980) 
ahs J 

1032, SREB OS BER Trask, 
ED Wi) CEE 

BAO 1 A(Trask)ia Aye LC © 
現世 堆積 物 の (AIC wh eC 研 完 し , 海水 
HERI aC kU Choe Sao 
yowR1lgreoD* 60 cub. cm ORM A 


| 生ずる 事 を 認め た り 。 本 報 娘 に た 於 て は , 
Ander- | 


ZHEOWRAMK Os CHES or 
Yo SZ oO H/C ( Algal lake, Fla... 
11.43 Csp. gr. 0.935), Florida Bay---1.64 
(sp. gr. 0.915), Lake Maracaibo-...--1.61 
(sp, gr. 0.885),Monterey sh,---1.56 (sp. 
gr.935) % VU, CHOMBE VIS KH 
eat ARTE SIC LT, 時 多量 の 硫 
WEBAT o BMORKRA WANE OTH 
HARBOR & BAS 3 SUH 
Pic Ps Cit H=23%, AMS RD ARH 
に 於 て な H=7% に し て 共に だ に え タ ン ょ より 
IC Bitte Vo COglt—AzIC ¢ , 580° 
DE CRCa6M 以下 な る も , と これ 以上 
に て は 和 盆 に 増加 し , 基 量 は 資料 た に より て 
—rb XS & BY 20% 72 V, HeS は 
一 般 に 少量 に し て , N, O は 共に 20~30% 
LCE ratio ae 4:1 OD 

(Econ, Geol,, 25, 235~241, 1930)C AA) 


96C46) pb 


ca 


1033. AFIAA ViAHOWTBE 
McCutchin, J, A. 

HIE IC HC A ART LD data 
Si Ce A UE ES 7 
ラフ オマ 油田 の 地下 温度 を 測定 せり 。 本 
BLIZEOWNAZI7 A IMC RG 
る 測定 結果 な り リ 。 こ と の 温度 測定 に は Van 
Orstrand 法 を 使用 し , West wy sk 
地下 温度 に 他 の 原因 に 依り て 匂 化 を ざる 
BOLT V. 測定 結果 は 2} ヶ所 の 
異な る 油田 に 於 て 150 OPIEIC RT WE 
せる も の な り 。 こ と の 測定 そる 結果 に 依 れ 
LSU Ea MARIA, ARE, Ae, Tbe 
PAR O MD Vie SIC BRS S% Os 
ML. ZEOES IK KO SEBO BME 
hte SAR LWW LAE & PR te Vo 
(CB. Am, A, Petrl. Geol., 14, 53° ~358, 
1930) CAA) 
1034, Core の 定位 Macready, G, A. 

Core oe Ar BU XE Ty HR HP HEE 
上 重大 な る 開 係 を 有 す 。 著者 は Core の 
定位 を 知る 種々 な る 方 法 の 進歩 を 逃さ , 
1918 BR AIAFZ AVR HaT KPC BRK 
HEPA? 3 Hy HE Re ORR & TFL, 
4,500 RUE OYRREIC RC 8 TERE thle 
の 走向 傾斜 を 測定 し 得る も ゃ の と 論 ぜ り 。 
(CB. Am, A. Petrl, Geol. 14, 559~578, 
1930) CAA 
1035, 1929 IHF 3 aia 

1929 年 に 於 ける ThA ERIS 
1,478,885 million ペ ] レル に し て ,1928 に 
比 す る に 148, 632,000 ~1 vr owe 
mL, dK PAC, 羅馬 尼 , PGR, BMA 
Ep, bY =e yb SAL, BHR, 


EM, MART ERS ee 0 HAA 
D PERS EA ICH L ROMA %iz V , 
ALK SRB 68.0, マネ ゼラ 9.2, REP 7.0 
PET 3.1, APH TE 3.0, PAGE ILED BE, 2.5, HE 
IE Je 2.3, BF Qye we 1.3, 秘 圭 0.9, トリ = ダ 
ッ ト 0.5, BEATER T 0.5, 印度 0.5, 波 蘭 0.3, 
ボル ネオ 0.3, 日 本 0.1, HER 0.1 基 他 0.4 
VS 

PA I< AS Hh BC 0S HADI HA © FE A Be BU th の 
PERLE FEAMIC SERS VQ (La Revue Pétr- 
oliferé 370, 593~636, 1930) CAAD 


SE oe EH BE 


1036, 耐火 粘土 成分 の 新 表 示 法 
— EB, BEYER REACER 9 

Hit Ac Hi At SADE © Ue 2 te HE te 
RAISE EU BASAL SMAL & 
分 析 し , 更に yyy tc PRR S EER BE 
LOADER EL, それ ちの 値 を 以 て 
WMO lM SBR Y . BIC LAS 
FE IC ERS S LBRO iL ASH IC HR 
を 各 下 部 ょ り と り :2 the Lo MAO 
WK ESE L CAE Dk 3 fi * DEER RE 
PIL, RDA K LVRO 3 領域 と 分 た る 。 

1. 高 殺 土 領域 (Al20s>5022, SiO。 ぐ 
50%), 2. カオ リン 領域 (AlgO0sSO。 各 
<50%), 3. 高 理 酸 領域 (Al20s く 502, 
Si02>50%) と す 。 Ailpyd & wea Mya 
WA © EPR DUS WEB TELL & Ye YC 
ERE C1) 叉 は (3) 領域 内 に 落っ 。 然 る 
に ボ 1 キ サイ ト の 如く 多量 の 不純 物 に 富 
む も の は 本 表示 法 の 例外 に 属し , ZL 
に は 傾斜 線 を な す 。 著者 等 は 多く の 守 例 
SANE & BA L CAINS MM OF 


ASG 


pp 
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所 を 試み た り 。 CHE, 28, 828 ~336, 08 
5) GHAR 

1037, LHRH GILRET ARAYIOOI 
ZR o 
1038, MEIC KSBROBEILNT 本 
HY) 1005 2282. 
1039, RP ROMAIEER Kerr, 
255 

New York [ifs > 76 RUKH 2 BP RBIR 
HERE HAIFA KRMEMRNE YS fi 
ALA YER FAC fir L, SBE 15 
~3S RIC RORY OBWHA aavvy 
を 成 生 せり 。 長石 先 づ 依 され カオ リティ 
ト に て 置換 せら る 。 角 内 石 も 赤 同 様 に 変 
代 を られ た る る % 屋 々 方 衣 石 の 中 間 置 換 物 
を 有する と と あり 。 こ と の 炭酸 井 の 成 生 は 
岩石 結 品 直後 の 炭酸 溶液 の 作用 た し て 阿 
土 化 作用 の 必要 條 件 な らち ら ず 。 時 雲 母 ょ り 
DAVPIA b OBA IS HOMME & HC 3 
Vermiculite KE, TOPSBA DF VF 
イィ イト より 成る 場合 と , 黄 福 色 の Frith 
を 生じ , 鐵 其他 の 成分 を 失 ひ て ア ョ フェ 
Y OMT AKA LeU, MR 微細 な 
oie DAI 4 bICBEY SAL 
HY, (Am. Min, 15, 144~158, 1930) 
CHAR 

1040, MBB Dumortierite 
Wolff, J. E. 

eC A Day & SUS LARTER 
SIC EMO dS ROSH fh & 
生 ぜ り 。 Nevada 州 Oreana 産 の も の は 年 
に 租 至 順 の 輸出 を 見 , 主 と し て 紅 柱 石 と 
共に 電 無 豆 火 栓 の 製造 に 供 を せら る 。 著者 
OAM S % OleCalifornia pM Imperial 


Co. FE DUI ZT DBLACIC HRT te BB EMILE 
に 下り 産 す る も の く 如 し 。 標 本 は 石英 粒 
b> BRS PICT a ML ik MKE te UC 
dumortierite A り , SAKA & HL 5. ,, 
SLU AAA TERR, 金 紅 石 を 件 ふ 。 AED 
(a REAR & te Lc BEC BY BA UV, BAT 
AAAIERLEBBACEY 6 個 の セク ト 
MBS LMAAM MT SPB RA 
な り 。 o==1.668, 8=1.687, y=1.688, 2V 
205.4 tit JO, ZY 一 
6 三 無色 な り 。 各 産地 の 標本 に 就 て BS 
SICKNESS 2 RR cae & © BEBE 
AARP te Vo CAm. Min., 15, 188 ~193, 
1930) CHAR) | 
1041, 石綿 類 の 分 類 に X Mie 
Anderson, H. V., Clark. G. L. 

WE OAT BLU Fi AG HANK JSS OMEN 
物 の 分 類 を な す た め 各地 産 約 30 種 の 試 
料 に 就き X PAPI & FPO, KR ARE, 
TRS I TBH S % ORV 900°C fig 
eS LOEOM eM Vo HR 
ih RCHE © NT, 繊維 軸 の 方 向 に PE } 
単位 間 了 CA. OD, Pe ee 4 © YEN EL IC ME 
A, AG Shah IC yy PEEL, 及び 繊細 
度 等 を 表示 せり . Ch SMM OA 
(LI DIB es FE te DE 
に よ ょ り て は 困難 と せら る くも の な れ ど る も 
X 線 的 方 法 の 精確 な る を 迷 べ , 更に 芋 岩 
kY OMAR E CHT CLERCKEY 
(Ind, Eng. Chem., 38, 75~78, 1930) 
HAD 


石 ik 


1092, 泥炭 成 生 植 物 及 泥炭 の 組成 (1) 


98C48) 抄 


Stadnikow, G., Baryschewa, A. 

泥炭 成 生 植物 及 泥 滅 種 の 研究 は 泥炭 成 生 
の 経過 を 論ずる に 重大 な る も の な り 。 Hh 
言 す れ ば 繊維 素 , KARE 植物 成分 の 泥 
PRIRAOPICKO S34 it LALORAIK 
KY CHUTE SS LORY, FERILO 
MOM <link YU & MES RM 
方 法 は 改 し ゃ 合理 的 の も の に 非 ず 。 著者 
LUEYKIC FA SEM SPU, 一 泥炭 選 
の 種々 な る 深 さ ょ り Elektroperadatscha 
1 CHRIS B YE AIC & CHRD, WET, 
水 に 可溶性 物質 , SHER, 木質 素 , 繊維 素 
等 の 譜 物 質 を 測定 せり 。 基 結果 繊維 素 及 
同種 の 含水 炭素 の 比 岐 前 容易 に 消失 する 
を 知れ り 。 木 質素 は 叉 容易 に 獲 化 CH 
beh & RET MI BMW AWE EET AR 
AROBILS SEL AHO HEB IC KY 
THE CAIERO hi Lo 

Hi OA AH 一 泥炭 中 の 木質 素 つ 
水 及 アル = 1 LK WED BIR 一 > 水 に 
不溶 , アル っ ュ っ 1 WK WYO Hymatomelan- 
siure—> 腐植 酸 一 ラ 腐植 質 CHumiv) 
(Bren: stoff-Chem, 11, 21~23, 1980) 
Cie 5 
1043, Ske RE AAR Ose AER 

LELUCRMBRADKMC ERE 
i TEKH. 

本 研究 は 寺山 製 鐵 所 た 於 ける 新 企業 に 
謀 す る 必要 上 より 試み ふら れ た る 同 所 藤 炭 
_ 用 右 炭 即ち 本 渓 湖 2 分 撫順 8 分 の 事 合 談 
DELP ARO IC LT, Rip AiR We 
AIIVX VT LVS. SRB EHUT 7 
キン グ 温 度 を 800°C, 900°C, 1000°C 及 
1L00°C と な し , RMR al EY OBA Bae 


1 BUYF D RAP WEE Vo WEIR hr AGH IRE 
は 10 分 間 に 100°C K LT 1300°C KH 
b LORS BAK IES dC HS E Ch 
HAE Yo 

a ( UCHR SRE WS ICRA HE 
DBTBA BLM VY 370 HK COPC 
760mm) に LC BML 5484.270 1 ス 
Dad LY oR 1 RRO He 
(Ze x 64.2~64.7% 3.0~40% & 1,54% 
wei, WBARAZ FV FY TIL RT 
POKBREA @ & OF Vie heh ic 
BOS クラ ッ キ ング OVER 930°C~ 
950°C te YU LHS Y o( PE ROMS HERE 
35, 1~24 WAM 5 4B) CBS 
1044, SBARPRABRSRMB ICT 
BIZUSRORMES Kreuren, J. W. 
HA OJAO t 3 288 tH FO 
ABVATRICELCRwRPBIE 959 BA 
PR 50% tr UV AE L © HY ait 0.5gr. 
Wie 10 c.c LT , BEER REIL HA) 20°C te 
り 。 か くし て 24 種類 の 石炭 に BC 試み 
K SHER Ee AROWED & HRT Sic, 
USER Bs ENC WET UL PERM IIIL KR IC HET 
MBDOKiTSCHOWATHE 8, Bi 
PRO SIRS TLL ( KHUMIC LC HH 
DIC HTBIC HP S asin s Re Bene L 
Lenate ) . KIC HPBIC k SPEAK 
MEELCHe ERI ~e 物質 の 間 に 
行 は る くも の と 考 ふ る を 得 べ し 。 LOM 
着 者 は 石炭 成分 及 乾 燥 温度 を 異 に し て 乾 
燥 を せる 同一 炭 に 就 て 同種 の 御 験 を な し 種 
% Wt S Pf Vo CBrennstoff-Chem, 11, 
41~60, 1930) (#8 FL) 

1045, HBMREHUS SERBS YES 


yb 


$& E 99649) 


FR Het Fischer, F., Sustwarn, H., 
EA VIC HEA OTS S BES HEA 
と し て 低温 タ 々 1 を 加 ふ る に あり 。 iL 
THE te SABRIC LY CHIC MMT SK 
Hi VY, WOH LES ARS ZKeh 
自体 乃至 他 石 炭 よ り 得 られ た る 低温 タコ 
We OUP IC TC RICE AM LU a 
Ayo AIL ERO te SELES) MEERA bE 
ER ir LoONSE LL KUT, F1n 
の 86% (Lec PIC MELT HIM する を 得 
Lo 但し 回 収 せ る タ 1 は 最早 粘 結 を し 
SPEER AHEF EMER MLE Lene 
FLO EA eS SCSI BUS OE 
fex bo LW og Ris Bic )HEEO Al- 
Sree CAmt bLnkeeEOar bt 
Drehtrommel に て も 行 は れ た りり oCBrenn- 
stoff-Chem,, 10, 480~487, 1929) 〔 観 見 〕 
1046, ROBES LIA RRE. 
APAGHSRHICRG SKMKAK 
SE ALE } Pa Be a IC A eB 
LAK © AIRY RPA FE IC LT 
ARBAB KY CHKBRE SNTOKE 
(LPR PSAH LE WC WRI RS 
Fo CKME mk, 6, 284~291, 昭 5 年) 
C854 

1047, =HROBAIHHMWRIAMEAO 
試験 藤村 建 次 。 

三池 炭 の 抽出 物 及 抽出 に ょ る 硫黄 の 分 
ABUKEE & RixGTE L OBTRE Ae ABH 
に 250~910 2% YY CBRE SED FT 
bFVYRCARIBIC k SH REAR Ic 
Ful Hs Pn Sa aE IC A TK Te fr 
る も の な り 。 其 結果 を 見 る に , WHER 
テト ラリ ン 抽 出 に より て 激減 し 丁 結 性 は 


Apc k SHH OBR VY, HUT 
FRAY yt RI BARK eA et 
SL. LF ROM MNS BM Stow 
原 試 和 料 と 殆 ん ど 同 量 の 揮 融 成分 を 有 し 同 
SOR ER IIR RAT o THO DAR 
WKHEIE Fi re D BGM & WHE te S BRE AT 
LS BON, HODGE AROML. 

テト ラリ ン 可 溶性 物 中 に 26.2% AYP 
物質 中 に 72.02 SAX bh, RH Be 
酸 抽 出 物 質 中 4.7% FRYE ~ 66.390 移 
行 す 。 ( 工 化 , 33, 618~619 BBM 5 4B) 
C 観 見 


1043, AOR Mick 3 wROsE 
Bowie, W. 

月 が 太陽 の tid 1 influence eT HWS 
すり 分 離せ る は , WX OMTH, DG as HAC 
深部 まで 進み , sedimentation oe HD 
ざる 時 期 た に ちり, 月 の 分 離 前 た 於 て tidal 
influence に て 地殻 に は 烈 し き fissuring, 
crushing の 作用 行 は れ た り 。 紅 等 の 考 ょ 
DRED KE HAG EW LYS CH 

isostacy の 考 と る 合致 す 。 (Beitr. z, 
Geophysik, 25, 137~144, 1930) 
CUBES) 

1049, MAR OVARIAN 1023 B9z, 
1050, MORES IT AR 
EB pudte 

Re ACE WELD 結果 に HEY -C, 現在 に 
BO % SWRI OAK De & FRANK fn BE 
得 。 本 者 に 於 て は 火山 地方 に た, 特に, HU 
SEL ROWS AT 3 事 を 確 


106C50) b 


$k 


H Fe SB Hh, (BBS ATH Hy Hoes YT Se. 
PEFR, ACHE A BR PAD HERS SE IC Cs Hh 
DWE PAT LCS Hb RE 
SHREMNYV, LOMDs SRA 
DVFFYA APB, PBR, FY 
ERR I > VIC TO MALHS RIK L 
て , WELOMBRICEULT 8, WRAL 
HE) LHS DMS RAT 
き 直接 原因 た ら ざ る を 知る 事 を 得 べ し 。 
之 等 の 綴 温 性 運動 は 地形 的 に 意味 ある 
IC BAT 6 EMBL L, CHET, 直接 地 。. 
PEL BAS S AME 4 ょ りゃ, 地形 の 
本 質 を 形 造る 根本 的 運動 な る 可 LO 

な ほか くる 現 第 が 地質 時 代 に 見 る 如何 
な る 者 に 相 営 する や に 就 て は 多少 の 議論 
な し と そ せ ず , 表面 和 的 に た は 何れ る 地 塊 運動 , 
或 は 造山 運動 の 一 端 , な ほ 放 骨 押 に は アァ 
イッ スタ シ 1 OPES [AE A ED O FE 
動 と 思考 し Hens, MAL PAMR EL 
TA PERCE & AT A & BO TEEIC RT 
War, MisRHKe CIS WHiRRO 
RCT AS PAA LETS CEU 
BNO AV IC HY Cd WE AO ME 
を 感ずる な り 。 Heat Aim 6, 585~598 
AB 5.) CERI) 

1051, #WREASEMLOMBICRt AA 
Es 

(Sati LD TMWRO MP eT S 
に , 地震 豆 生 前 に た 著 る し く , 基 散 生 を 境 と 
し て 却 つ て 終 加 すす 。 と の 現象 は 最も ょ く 
BRO 導入 に ょ っ つて 朗 明 し TES (, Hae 
D ih tic (PA 3 AER & MER EL DAS HHI 
僅か の 外力 に ょ っ つて Ht bh, BCH 


IO BAKE LC 地震 を 生 ず , HARE 
MEME LEAH SMR COPs 
因 に ょ る 場合 多 か る さそ し 。 GUE, 37, 245 
5) Cpe LE as) 

1652, 闘 東 大 地震 後 の 再 没 量 結果 

陸地 測量 部 。 , 
PHILA tb ce Re 5 > SIC BS BAL hy 
WROMRE EOE S KICREICLT, 


BE IARIC IG 3 RE © ham & 


その 水平 移動 を mT RB, SAW 
路線 た 治 へ る 垂直 移動 を 示す 一 覧 園 , 部 
4a bt IC BS EASES HAC DS 

ARTS D 742 VY A BS BOR & ay & 
し て 束 は 銚子 , 束 北 は 水戸 , 北 は 字 都 宮 , 
昌光 前橋, 西北 は 岩村 田 , 諏訪 , 西 は 興津 
KR~V 。 

ES HEA Cernig, 佐原 , FEE 
演 , 厚木 , BRO ORM =A 2 
KB Fei ih は 上 昇 し , eR Es PT 
に て 1.9 m 以 上 , ABRV BU EME Ic T 
1.85m C382 6 MTS V , BHO に 
て は MMA B47 m の 上 昇 を MI, Zz 
に 反し て その 北側 の 水戸 一 前 橋 , KE, HL 
京 一 人 王子 一 庄 濁 山 , 猿橋 - 御殿 場 , 甲府 
Reo —iBoO 地 は Phe し , ARE dbp 
の 8 ヶ所 に 於 て 1.1m 以 上 , ラ 5 ち 1 ヶ所 に 
て 1.64m KET. されど る 更に 北方 に 
於 て は , FRE A, 岩村 田 , MAL 


AL, 明か に EO Be Mt. CoO 


外 御 坂 山 等 に 局部 移 上 昇 を 見 , 伊豆 の 大 
部 は 却って 洗 隆 す 。 (Bull. Imp, Earthq, 
Inv, Com, 11, 1~6, 1923) (渡邊 高 〕 


oS as 4 i Bi dy OR pe BS oo — Be 
本 f & -A 
BR m 津 aig 
SR PEAKE 高橋 純一 = PpPIERARLG 
BE TS = fE far FL 峰 - 一 & it = ff 瀬戸 BUR 
Bez miko 
本 @ 願 ais) 
伊木 Rik AR BRE bi Bie 。 大 井上 義 近 AA —R 
片山 #76 eV RAS 加藤 武夫 河村 幹雄 EIMAEPREB 
te * 7 杉本 五十鈴 短 内 WE FAP aif eS 徳永 重 康 
中 村 新 太 刷 DY FA SAR EG 2P PK 武 保科 正昭 松本 唯一 
松山 FE RE 松原 fiz 43 bf — BB FF bn 2 由 田 Gate 
apesesR mR (Fm) 
下田 の 潤一 ANTE MREG 河野 | AEM PARE = Ju 瀬戸 DR 
高橋 純一 高根 勝利 鶴見 志津 夫 EF Fez HEA RNS 
aH 峰 一 人 和信 木 次 男 吉木 OC ORB BRER 渡邊 新 天 
1 ED iil 入 人 次 申込 所 
shel 6 (Ms ACR il AE IA 
mines A 月 一 ABS ARATE Se 
@EBE & 
fat 2 TS a i if edie ie se 
WME Ts HA iit ACE RR PY 本 @ @ 費 
; AAA DRESS A > Se ap BS Bl (前 納 ) 
右 代表 者 笠田 Mm — CR 
a Hl 所 
Ep ol 者 (i = wh Ed & wy 
AWN i BBR T AB AAA iL MESH 


Do 所 
ME Ti RET AE 
HE db ED hill #&k XK B ik 
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